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　本大会は岡山理科大学 21 号館，25 号館，加計学園 50 周年記念館において開催いたします．施設お
よび会場の詳細はスケジュールおよびフロアガイドでご確認下さい．

89 :;

　受付は，25 号館 7 階ホールに設置いたします．設置日時は以下の通りです．
9 月 6 日 ( 金 )　　　13：00 ～ 19：00
9 月 7 日 ( 土 )　　  　8：00 ～ 17：00
9 月 8 日 ( 日 )　　     8：00 ～ 18：00
9 月 9 日 ( 月 )　　　  8：00 ～ 15：00

<9 =(%=

　クロークは，22541 教室に設置いたします．設置日時は以下の通りです．なお，各日とも利用時間
を厳守頂けますようお願いいたします．特に，9 月 7 日は夕方に懇親会を予定していますので，会場
全体を施錠することになります．

9 月 6 日 ( 金 )　　　13：00 ～ 19：00
9 月 7 日 ( 土 )　　  　8：30 ～ 18：30
9 月 8 日 ( 日 )　 　    8：30 ～ 20：45
9 月 9 日 ( 月 )　　  　8：30 ～ 17：00

>9 ?@A7BCDEFG)

　休憩室・休憩スペースは 22542 ならびに 50 周年記念館 2 階ラウンジをご利用下さい．

H9 :IJK

　9 月 8 日（日）13 時より 25 号館 8 階理大ホールにて霊長類学会高島賞ならびに日本哺乳類学会奨励
賞の受賞講演を行います．

L9 MNOPQ#RS

　9 月 8 日（日）15 時 30 分より 25 号館 8 階理大ホールにて行います．

T9 UVWXYZ[\2

　口頭発表は 9 月 7 日 ( 土 ) ならびに 9 月 8 日（日）に行われます．
a. 事前に送付いただいた発表用ファイルは会場設置のノート PC に保存済みです．発表にはこれを

用いて下さい．持ち込み PC の利用およびファイルの差し替え・修正は致しかねます．
b. 発表時間は質疑応答を含めて 14 分です．講演開始前に次演者席にて待機して下さい．時間の延

長は認めません．一鈴 10 分，二鈴 12 分，三鈴（終鈴）14 分です．

]9 Q!^%WXYZ[\2

　ポスター発表は9月6日 (金 )から9日 (月 )に行われます．期間中，ポスターの差し替えはありません．
本大会では演題番号によりコアタイムが異なります．特にポスター賞・発表賞に応募された方は掲示
時間・コアタイムにご注意下さい．
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a. 掲示位置を確認し，演題番号の下にポスターを貼付けて下さい．画鋲は会場に用意致します．
b. ポスターは 9 月 6 日 ( 金 )15:00 から掲示できます．9 月 7 日 10 時までには掲示して下さい．それ

までに掲示していない場合，ポスター賞の評価対象とならない可能性があります．
c. ポスター番号奇数番号のコアタイムは 9 月 7 日 11 時から 12 時，偶数番号のコアタイムは 15 時

45 分から 16 時 45 分です．この時間帯は自身のポスター前で待機して下さい．ポスター賞・発
表賞応募者がこの時間帯に待機していない場合，評価対象とならない可能性があります．

d. ポスター賞・発表賞の発表および表彰は，9 月 8 日 ( 日 )14 時 30 分からの授賞式にて行います．
応募者は，必ずご出席下さい．

e. ポスターの取り外しは，8 日 15:00 以降にお願いします．最終的には 9 月 9 日 ( 月 )14 時までに必
ずポスターを撤去して下さい．なお，撤去頂けないポスターは大会事務局が廃棄いたしますが，
ご了承下さい．

_9 `ab.7cdOPQ#RSe

　自由集会は 9 月 6 日 ( 金 )，ミニシンポジウムは 9 月 6 日（金）から 9 日 ( 月 ) に行われます．自由
集会・ミニシンポジウムの実施は世話人の責任において行っていただきます．終了時刻を厳守して下
さい．大会本部による PC の準備・提供はありません．

f9 gh.

　9 月 7 日 ( 土 )19:00~21:00 に岡山ロイヤルホテルにて開催します．バスをご利用の際は，バス停
「岡山理科大学」より岡山理科大学線ー西口方面ーに乗車頂き，「清心町」にてお降り下さい．なお，
17:20，17:55，18:30 発のバスは増便いたしますが，18 時まで霊長類学会の総会がありますので，日本
哺乳類学会の会員は 18:30 以外のバスをご利用頂けますようお願いいたします．

8i9 jklmn%!

　企業展示ブースは，25 号館 1 階ホールに設置します．

889 o3p

a. インターネット環境 大会会場ではインターネット環境の提供はありません．
b. 昼食
　弁当販売を予定しております．詳細は，当日受付にてご案内いたします．
c. 喫煙場所
　喫煙場所以外での喫煙はご遠慮下さい．喫煙場所は，当日受付に掲載いたします．
d. 緊急時の連絡
　会場内で体調不良や事故などの緊急事態が生じた場合は，速やかに大会本部までご連絡下さい．
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企画者：友永雅己（京都大学霊長類研究所），森阪匡通（京都大学野生
動物研究センター）

Æ+&,H+'+I%#PÇÊË.ýJ:K#
企画者：安田雅俊（森林総研九州），八代田千鶴（森林総研関西），関
　伸一（森林総研関西），小高信彦（森林総研九州）

LMwxv3NO�2 [ò�ÊË3PQ�RSz{?��
T7PUA7���V·W?
企画者：久世濃子（国立科学博物館／日本学術振興会）

XYOPQ#RS?ÏZ[3\y�Z�º?]
企画者：早川大輔（わんぱーくこうちアニマルランド）

OÝ3ÍC�2 [^�23_`aby^�3æç7Kc�
2 [îïRd
企画者：安藤正規（岐阜大学），飯島勇人（山梨県森林総合研究所），明
石信廣（北海道立総合研究機構）

ePfGPÇgß+Pyg%^hi?µ¬jhi3klDE
�
企画者：清田雅史（水研セ国際水研），保尊　脩（水研セ国際水研，国
立科学博物館）

mÏ[XY�no[ÃÄÅÆÇÈ3��?��pkìqr3
st?
企画者：田戸裕之（山口県農林総合技術センター），藤井　猛（広島県
自然環境課），澤田誠吾（島根県中山間地域研究センター），中村朋樹（山
口大学農学部），静野誠子（島根県西部農林振興センター），金森弘樹（島
根県中山間地域研究センター）
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企画者：高井正成（京都大学霊長類研究所）

�%fP�%! ��vý��vvH�#3��ykl?����
��vvH�?
企画者：古川泰人（北海道大・院・農 /( 株 ) 地域環境計画 /OSGeo 財
団日本支部），中西　希（琉球大・院・理工）

d�Pß&����æíîï�ä38i�
企画者：渡邊邦夫（京都大学霊長類研究所），常田邦彦（自然環境研），
江成広斗（山形大学農学部）

«��T´yÊË [���T�ÊË������Z[\��
企画者：畑瀬　淳（広島市安佐動物公園），早川大輔（わんぱーくこう
ちアニマルランド）

wxv7tuv7|v3Ö���âã[
企画者：海部陽介（国立科学博物館），濱田譲（京都大学霊長類研究所），
本川雅治（京都大学総合博物館）

�¾�wxv3�7C7��^C�pÜy3EF
企画者：浅利裕伸（株式会社 長大），嶌本　樹（岩手大学大学院連合農
学研究科）

=Èv3æíîï��� �¡?¢á�£ïz{¤3!¥¦
f2?
企画者：小坂井千夏（神奈川県立生命の星・地球博物館，日本学術振興
会特別研究員），近藤麻実（北海道立総合研究機構），中村幸子（日本
学術振興会特別研究員，兵庫県立大学），中下留美子（森林総合研究所），
有本　勲（白山自然保護センター），伊藤哲治（野生動物保護管理事務
所），後藤優介（立山カルデラ砂防博物館），間野　勉（北海道立総合
研究機構）

uvw §e
.�å::xx:

uvwq
.�å::xx=

ee

uvw x¨
.�å::xx;

uvw xx
.�å::x:;

uvw x:
.�å::xxx

ee

uvw x=
.�å::xx:

uvw x<
.�å::xx=

ee

]]f r fsýr#f>HL? 88>>i



! %% !2013 年 9 月（岡山）

cdOPQ#RS

��d�Pß&3©ª«îï3¬®?¯°�·��±²�
³o{?
企画者：森光由樹（兵庫県立大学 / 森林動物研究センター），鈴木克哉（兵
庫県立大学 / 森林動物研究センター）

����3´�µ¶��ñ�··¸3´�µ¶�� �¹º
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企画者：中川尚史（京都大学大学院理学研究科），井上英治（京都大学
大学院理学研究科），南　正人（麻布大学獣医学部）

EFh¼Ò3½¾ì�¿ì²³
企画者：田島木綿子（国立科学博物館），山田　格（国立科学博物館）

«ù�À�ÁÂ¡ éÃÄÅÆÄÅÇÈÉÊ3EF��Ò
企画者：森田哲夫（宮崎大学農学部畜産草地科学科），平川浩文（森林
総合研究所北海道支所），坂口　英（岡山大学農学部），七條宏樹（宮
崎大学 FSRC），近藤祐志（三菱化学メディエンス）

§ÇÈ©ªË3¾}ÌÍ�)¨H=¥În7OP=�Ï3h
Ðy��îï23kl�
企画者：佐藤喜和（酪農学園大学・野生動物生態学研究室），高田まゆ
ら（帯広畜産大学・動物生態学研究室）

uÈÑÑÈÒ]vÓÔÕÊ2Ö×z�ù?�Ø2WÙ [··¸3w
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企画者：押田龍夫（帯広畜産大学野生動物学研究室），金子弥生（東京
農工大学食肉目動物保護学研究室），本川雅治（京都大学総合博物館）

ÚÛE_`�:o[��wxv3½d^GPÇyîïàá
企画者：日本哺乳類学会保護管理専門委員会，日本霊長類学会保全・福
祉委員会　共催
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企画者：栗原　望（国立科学博物館），曽根啓子（愛知学院大学歯学部
歯科資料展示室），子安和弘（愛知学院大学歯学部解剖学講座）

wx��3C]¯]àá�ºâ���
企画者：中川尚史（京大・人類進化論），島田卓哉（森林総研・東北）

uÉ½d^GPÇg%^�ã�äùå�½gGPÇæÐ1
3çè
企画者：上野真由美（北海道立総合研究機構環境科学研究センター道
東地区野生生物室），浅田正彦（千葉県生物多様性センター）

Û³Üpé�no[àáê3ël3��y¢á
企画者：河内紀浩（八千代エンジニヤリング株式会社），中井真理子（北
大院・文）

[8MT7��æíì�no[OÝîï3íî�ºíï�
� w å��·OÝîïªð3Ìñ w
企画者：日野貴文（酪農学園大学），吉田剛司（酪農学園大学）
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ゴリラの正中神経経由で手内在筋を支配するヒトの尺骨神経深枝相当の神経束について：
ヒトの Martin-Gruber anastomosis との比較
　　斎藤英彦，山田　格，川田伸一郎，田島木綿子
哺乳類前腕屈筋の系統発生
　　山田　格
ニホンザルにおける上殿動脈と仙骨神経叢の位置関係
　　姉帯飛高，時田幸之輔，小島龍平
ニホンザル仙骨神経叢の観察̶特に胴体 ( 胸部 ) の延長に関連した形態的特徴
　　時田幸之輔，姉帯飛高
皮幹筋支配神経の比較解剖学的検討
　　緑川沙織，時田幸之輔，小島龍平，影山幾男，相澤幸夫，熊木克治
歯の形態形成にもとづく進化要因の分析
　　小澤幸重
シロテテナガザル (Hylobates lar) の犬歯の性的二型
　　山田博之，清水大輔，濱田　穣

Age-Related Changes of the Skull in Japanese macaques Macaca fuscata
　　Minh N V， Mouri T， Hamada Y
Relationship between bone mineral density， osteoarthritis， and bone turnover markers  in aged 
cynomolgus macaques (Macaca fascicularis) 
　　ポムチョート ポッラワィー，濱田　穣，Malaivijitnond S， Kitana N， Jaroenporn S
霊長類マカク属における鼻腔形状の地理的変異
　　伊藤　毅，西村　剛，高井正成
貧栄養のシカの角はどう違うか？
　　大貫彩絵，高槻成紀，南　正人
ヒト乳児の四つ這いにおける，四肢の動き
　　四津有人，緒方直史，亀山仁彦，中原康雄，戸島美智生，張　雅素，芳賀信彦
ヒトとチンパンジーの大腿骨の形状の比較 - 骨形状決定の数学モデルによる，筋力の評価
　　稲用博史，平崎鋭矢，濱田　穣
食肉目における嗅球および眼窩サイズの水棲適応
　　河部壮一郎，小林沙羅，遠藤秀紀
アシカ科における前肢の遊泳ロコモーション比較
　　小林沙羅，三谷曜子，堀本高矩，遠藤秀紀
哺乳類の肩甲骨の形態学的研究
　　和田直己，谷　大輔，中村仁美，大木順司，西村　剛，藤田志歩
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中国南部の広西壮族自治区から出土した更新世大型類人猿遊離歯化石のサイズ変化
　　河野礼子，張　穎奇，金　昌柱，高井正成
東アジア・シベリアに分布するアカネズミ属 Apodemus3 種の外部・頭骨計測部域の地理
的変異：緯度に対する関係
　　金子之史
中国南部の広西壮族自治区における更新世霊長類相の変遷
　　高井正成，河野礼子，金　昌柱，張　穎奇
クマ科の臼歯はどう進化したか：分類群に特徴的な形態形質の発生学的基盤をさぐる
　　浅原正和，斎藤和幸，岸田拓士，高橋　克，別所和久
ユーラシア産ヒグマのミトコンドリア DNA ハプログループ分析法の開発および系統地理
的解析
　　平田大祐，Abramov A， Baryshnikov G， 増田隆一

チンパンジーにおけるタッピング行動の変化
　　ユ　リラ，友永雅己
チンパンジーにおけるアラビア数字の系列 1 から 19 の学習
　　村松明穂，松沢哲郎
チンパンジーにおける音のリズムに対する自発的な同調タッピング
　　服部裕子，友永雅己，松沢哲郎
Grooming as measurement of friendship and bonding in captive all male and heterosexual groups 

of chimpanzees

　　9(*(#%=&/5+(!$%="*&<+1&%>
9-"8,+8("3#%/""*.&8+,&"8%40%/5&1-+8?((#%&8%+%#5+*(.%#(@3(8/&8)%,+#<

　　Martin C F, Biro D, Matsuzawa T
A*+8)3,+8#%+*(%8",%1",&6+,(.%,"%4(8(7,%",5(*#%&8%+%/5"&/(%-+*+.&)1

　　Kim Y, Choe J C, Lee DJ, Tomonaga M
リスザルにおける追跡運動の知覚
　　渥美剛史，長坂泰勇

人工哺育ニシゴリラ乳児の早期群れ復帰の過程
　　長尾充徳，釜鳴宏枝，田中正之
AI ゲートを用いた囲いわなによるニホンジカ，イノシシの捕獲効率の向上
　　坂田宏志，阿部　豪，上田剛平
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知床半島ルサ̶相泊地区におけるエゾシカの個体群モニタリング
　　石名坂豪，田澤道広，白栁正隆，能勢　峰，遠嶋伸宏，葛西真輔，山中正実，
　　寺内　聡，増田　泰
次期西興部村猟区エゾシカ管理計画の策定
　　伊吾田宏正，松浦友紀子，伊吾田順平
森林内におけるストーキングや待ち伏せによる狙撃とくくりわなを用いたニホンジカの捕
獲
　　大橋正孝，小泉　透，荒木良太，坂元邦夫，早川五男，岩崎秀志，大場孝裕，
　　大竹正剛，山田晋也，伊藤　愛
福島第一原発事故後のアカネズミ尿中 8-OHdG 濃度について
　　友澤森彦，坂本信介，佐藤　淳，山田文雄，小泉　透
福島原発事故１年目と 2 年目の小型哺乳類における放射性セシウム濃度の変化
　　山田文雄，友澤森彦，中下留美子，島田卓哉，川田伸一郎，菊池文一，小泉　透
低線量地域におけるニホンジカの体内における放射性セシウムの蓄積と濃縮排泄過程
　　小金澤正昭，田村宜格，福井えみ子

モンゴルの野生有蹄類が移動の障害物付近を利用する頻度の季節変化
　　伊藤健彦，Lhagvasuren B，恒川篤史，篠田雅人，高槻成紀，Buuveibaatar B，
　　Chimeddorj B
B%7(!.C(D-(*&1(8,+!%+--*"+/5%,"%-*&1+,(C-+*+#&,(%&8,(*+/,&"8#E%7!!&8)%&8%,5(%<8";!(.)(C)+-#

　　Macintosh A，9+*+4&+8%F，Thomas E，鈴村崇文，兼子明久，Takeshita R，毛利恵子，
　　伊藤　誠，清水慶子，岡本宗裕
Distribution and vicissitude of Gibbons in China during the last 500 years

　　張　鵬
ヒグマにとって厳しかった夏 -2012 年，知床半島での事例 -
　　下鶴倫人，森脇　潤，山中正実，中西將尚，石名坂豪，葛西真輔，白柳正隆，
　　能勢　峰，増田泰，坪田敏男
ヘア・トラップ法を用いた北上高地南部に生息するツキノワグマ地域個体群の生息数推定
　　山内貴義，鞍懸重和，深澤圭太，諸澤崇裕，米田政明

mtDNA から見た岡山産ヌートリア Myocastor coypusの遺伝的特徴ならびに分布拡大様式
　　河村功一，加藤真友美，貸谷康宏，河東重光，小林秀司
九州で初めて生息が確認されたニホンウサギコウモリ Plecotus sacrimontisについて
　　船越公威，河合久仁子，原田正史，荒井秋晴，渡邊啓文
ボノボとチンパンジーの分岐再考 - コンゴ川形成史の構築 -
　　竹元博幸，川本　芳，古市剛史
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キタブタオザル (Macaca leonina) の系統地理
　　田中洋之，川本　芳，=+!+&6&G&,8"8.%9，Pomchote P，Nguyen V M，Hasan K，Feeroz M M，
　　濱田　穣
ミャンマー産ネズミ亜科４種の分子系統学的把握
　　鈴木　仁，Saw B，片倉　賢
東南アジアのアカゲザル（Macaca mulatta) は雑種か ?
　　濱田　穣，森光由樹，フォン　サムース，サ　エ・ミ，ジー　マウンマウン，川本　芳，
　　マライヴィジットノン　スチンダ

クモザル亜科 L/M オプシン多型の進化的改編による果実と背景葉の色識別能の向上
　　河村正二，松本圭史，平松千尋，松下裕香，小澤範宏，蘆野龍一，笠木　聡，Di Fiore A，
　　Schaffner C M，Aureli F，Melin A D
霊長類における定向的色覚進化モデルの反証としてのホエザル属 3 色型色覚の多様性の
実証
　　松下裕香，太田博樹，Welker B，Pavelka M，河村正二
野生チンパンジーにおける苦味受容体遺伝子の地域差と生態適応
　　早川卓志，井上英治，Koops K，大東　肇，松沢哲郎，今井啓雄
葉食適応を果たしたコロブス類の苦味受容体はどのように進化しているか
　　鈴木 - 橋戸南美，辻　大和，早川卓志，>&!+%9，Arum W K，Yin L，Pan W，93*0"4*","@%H，
　　今井啓雄
ヨザルのセントロメアを構成する反復配列の急速な置換
　　古賀章彦，プラコンチ　オーン，シクルナト　コンソン，平井百合子，平井啓久
ヨザルのアクロセントリック染色体短腕にあるヘテロクロマチンの形成過程
　　平井啓久，プラコンチ　オーン，チャイパセルチ　ナンペ，平井百合子，古賀章彦
オキナワトゲネズミの祖先 Y 染色体および neo-X，neo-Y の進化過程
　　村田知慧，黒木陽子，井本逸勢，山田文雄，城ヶ原貴通，中田勝士，黒岩麻里
Mitochondrial and microsatellite diversity of grasscutter (Thryonomys swinderianus) in Ghana

　　Adenyo C, Hayano A, Kayang B B, Owusu E H, Inoue E, InoueMurayama M
Multimodal ovulatory signaling in olive baboons (Papio anubis)

　　Rigaill L, Garcia C, Higham J, Lee P C
Reproductive costs in female olive baboons (Papio anubis) 

　　Garcia C

飼育下アジアゾウのメス間における鼻先での接触行動
　　安井早紀，伊谷原一
仙台市における GPS 発信機を用いたニホンイノシシの行動特性
　　宇野壮春，関健太郎，鈴木　淳，太田一男，佐藤哲也，瀬戸秀穂
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　　羽根田貴行 , 下道弥生 , 小林万里
糞のカウントによるキツネの密度推定のために（予備調査）
　　浦口宏二
北海道に生息するトガリネズミ属２種（ヒメトガリネズミおよびオオアシトガリネズミ）
の生息地選択に影響を与える要因（予報）
　　加賀谷祐太
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山梨県におけるアライグマの食性の環境比較
　　加古敦子 , 森　貴久
ブルガリア中央部におけるアカギツネの食性
　　角田裕志 ,E.G. Raichev, 増田隆一 , 金子弥生
放牧地におけるコウベモグラの生息地選択̶放牧によるモグラ類の被害管理の可能性̶
　　樫村　敦 , 篠原明男 , 小林郁雄 , 長谷川信美 , 土屋公幸 , 森田哲夫
岩手県盛岡市高松公園に生息するニホンリスの巣の位置と行動圏との関係
　　菊池晏那 , 出口善隆 , 西　千秋 , 原科幸爾
北海道の山間部天然林においてエゾモモンガ Pteromys volans oriiの 巣箱利用を決定づける
環境要因の解明
　　吉村裕貴 , 武市有加 , 橘　尚子 , 上田裕之 , 林明日香 , 鈴木愛未 , 加藤アミ , 大川あゆ子 ,
　　松井理生 , 井口和信 , 押田龍夫
中部地方の高山帯に進出したニホンジカの食性 - 八ヶ岳と南アルプスの事例より -
　　鏡内康敬 , 高槻成紀
カメラトラップ法で確認されたダナムバレイ森林保護区における中大型哺乳類相と一斉結
実による影響
　　金森朝子 , 久世濃子 , 山崎彩夏 , バナード ヘンリー , マリム ティトル　ペーター ,
　　半谷 吾郎
高知県須崎市におけるキクガシラコウモリ類の人工洞利用状況
　　金川弘哉 , 谷地森秀二 , 谷岡　仁 , 美濃厚志 , 加藤元海
屋久島海岸域に生息するニホンザルにおける採食行動の群間比較
　　栗原洋介
札幌市近郊に生息するエゾシカの季節移動と土地利用
　　古賀彩音 , 本間由香里 , 伊吾田宏正 , 吉田剛司 , 赤坂　猛 , 金子正美 , 松浦友紀子
多雪がニホンザルの採食行動に及ぼす影響：2012 年豪雪を例に
　　江成広斗 , 江成（坂牧）はるか
北海道山間部天然林における営巣資源（巣箱）を巡る 2 種の小型哺乳類エゾモモンガとヒ
メネズミの関係
　　佐藤大介 , 武市有加 , 橘　尚子 , 上田裕之 , 林明日香 , 鈴木愛未 , 加藤アミ , 大川あゆ子 ,
　　松井理生 , 押田龍夫
高知県中山間地域における中・大型哺乳類の出没状況
　　山本修悟 , 葦田恵美子 , 谷地森秀二 , 金城芳典
イルカンダ（マメ科）の送粉プロセスではどのニホンザルもパートナーになれるのか？
　　小林　峻 , 傳田哲郎 , 真柴茂彦 , 岩本俊孝 , 伊澤雅子
ニシローランドゴリラの遊びの誘いかけ行動と家族構造の関連
　　松原　幹
ボルネオ島の熱帯雨林に生息するネズミヤマアラシ (Trichys fasciculate) の生態 : 巣穴利用と
夜間行動
　　松川あおい
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北海道に漂着したコマッコウ Kogia brevicepsの胃内容物
　　松田純佳 , 松石　隆 , 田島木綿子 , 佐々木基樹
宮島における子ジカの成長と死亡率の性差および母ジカによる繁殖投資パターン
　　松本明子 , 井原　庸 , 油野木公盛 , 細井栄嗣
都市部に生息するニホンアナグマ (Meles anakuma) の食性と生態
　　上遠岳彦 , 小林咲耶 , 小林翔平 , 川島美菜 , 金子弥生
屋久島低標林におけるカメラトラップによる哺乳類の密度推定（予報）
　　杉浦秀樹
島根県飯南町で捕獲されたイノシシの年齢と特徴
　　菅野泰弘 , 竹下幸広 , 金森弘樹 , 澤田誠吾
大きな群れを形成するミナミハンドウイルカ個体群におけるオスの同盟形成
　　西田美紀 , 白木原美紀 , 天野雅男
北海道十勝地方の農地におけるキツネ Vulpes vulpesの食性および排糞場所を決定する周囲
環境要因に関する研究
　　石田彩佳
岡山市の社寺におけるアライグマの痕跡調査
　　川越麻耶 , 小林秀司 , 金田正人
野生オスニホンザルにおける集団への移入過程の社会的ネットワーク分析
　　川添達朗
出光興産 ( 株 ) 愛知製油所における哺乳類の企業活動への影響評価
　　川本宏和
厚岸大黒島におけるゼニガタアザラシの岩礁別の上陸行動の特徴
　　村井一紀 , 片貝耕輔 , 田村善太郎 , 小林万里
植物種の結実状況に応じたツシマテンの果実利用
　　大河原陽子 , 中西　希 , 伊澤雅子
リベリア共和国パラにおける野生チンパンジーの道具使用行動
　　大橋　岳
北海道十勝地方におけるエゾシカおよびキタキツネによる河畔林利用の季節変化
　　大熊　勳 , 吉松大基 , 高田まゆら , 柳川　久
埼玉県内のヤマコウモリの日中活動について
　　大沢啓子 , 佐藤顕義 , 大沢夕志 , 勝田節子
四国産コウモリ類の超音波音声採集
　　谷岡　仁 , 谷地森秀二 , 美濃厚志 , 金川弘哉
採食場面におけるニホンザルの母親 - アカンボウ関係の地域間比較̶青森県下北半島と鹿
児島県屋久島
　　谷口晴香
高知県四万十川周辺におけるユビナガコウモリの人工洞利用状況
　　谷地森秀二 , 谷岡　仁 , 美濃厚志 , 金川弘哉
ニホンザルの血液および体毛と食物との炭素・窒素安定同位体比の関係
　　中下留美子 , 濱田　穣 , 平崎鋭矢 , 鈴木樹理 , 大井　徹
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森林棲小型ヤマネコにおける GPS テレメトリーの適用
　　中西　希 , 伊澤雅子 , 濱田　巧
飼育下ゴマフアザラシ（Phoca largha）の繁殖履歴と遺伝的多様性
　　中川優梨花 , 飯野由梨 , 斉藤真一 , 小林万里 , 玉手英利
ツキノワグマの秋の餌資源～クマノミズキに注目して～
　　中村朋樹
金華山島における発情期の雄ジカの行動圏の年変化
　　中村圭太 , 大西信正 , 樋口尚子 , 南　正人
エゾヤチネズミ個体群の変動規模は減衰しているか：減衰例と拡大例の混在
　　中田圭亮 , 明石信廣
アフリカ熱帯雨林の環境不均質性が地上性哺乳類の群集構成に与える影響
　　中島啓裕
長野県秋山地域における人為的森林利用と中大型哺乳類の分布
　　辻野　亮 , 湯本貴和
炭素・窒素同位体分析による飼育下チンパンジーの食性・授乳習慣復元
　　蔦谷　匠 , 近藤裕治 , 山本光陽 , 米田　穣
ニホンジカに対する移動阻害構造体の開発３　～行動観察について～
　　田中沙耶 , 江崎芳子 , 谷藤香菜江 , 藤本真衣 , 波田善夫 , 西村直樹 , 松尾太郎 ,
　　小林秀司
沖縄島北部地域におけるリュウキュウイノシシの繁殖期に関する分析～カメラトラップ調
査の結果から～
　　渡邉環樹 , 河内紀浩 , 新里和野 , 中川雅允
餌資源制限下において子ジカは母親の影響をどれだけ受けるのか？
　　東谷宗光 , 松浦友紀子 , 伊吾田宏正 , 高橋裕史 , 池田　敬 , 吉田剛司 , 梶　光一
鎌倉市におけるアライグマ Procyon lotorの夏季食性
　　徳田宝成 , 岩下明生 , 小川　博 , 安藤元一
ニホンリスとネズミ類ではオニグルミを運ぶ場所が違うのか？̶食痕を用いて̶
　　萩原もえか , 加古菜甫子 , 高槻成紀
ヴェトナム・カッティエン国立公園で捕獲されたネズミ科の DNA バーコーディング法を
用いた餌資源調査
　　白子智康 , 石澤祐介 , 味岡ゆい , 上野 薫 ,Do T H, Bach T H, Tran V T, 山田祐彰 ,
　　南　基泰
ニホンジカの出生時体重における母親の体重の影響
　　樋口尚子 , 大西信正 , 南　正人
人造物を用いたコテングコウモリ Murina ussuriensis調査手法の検討
　　美濃厚志 , 谷地森秀二 , 谷岡　仁
ヒグマの農作物・シカ駆除残滓利用に影響を与える環境要因と空間スケールの特定
　　福田真弓 , 高田まゆら , 小林喬子 , 谷本実加 , 佐藤喜和
北海道厚岸・大黒島におけるゼニガタアザラシの雄レッド個体の経年変化
　　片貝耕輔 , 村井一紀 , 田村善太郎 , 小林万里
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岡山市内におけるヒナコウモリのコロニー形成
　　木内亮介 , 山田　勝 , 小林秀司 , 清水慶子
トドの外部形態と内臓器官における相対成長について
　　和田昭彦 , 星野　昇 , 三橋正基 , 小林由美 , 磯野岳臣
次世代シークエンサーによる屋久島のニホンザル（Macaca fuscata yakui）の採食品目及び
腸内細菌叢の網羅的探索
　　澤田晶子，早川卓志，瀬尾明弘，竹内寛彦，Adenyo C，岸田拓士，福田真嗣，小椋義俊，
　　藤田志歩，鈴村崇文，松川あおい，安　洋，井筒弥那子，鹿島　誠，佐藤勇輝，Pinto L C，
　　原　宏輔，平山実季，Hong WT，%J"*%FC9，岸本　結，小村井亮平，小山卓也，
　　Kulanthavelu M，熊谷信是，Lajmi A，前田祐伽，三品達平，中村恭子，西村良太，岡本晃大，
　　酒井　理，榊原香鈴美，沢田幾太郎，島　悠希，清水将裕，Carmo N，9&85+%:，炭谷　麗，
　　田島知之，徳山奈帆子，山崎　曜，矢戸　崇，川口恵里，東　浩司，村山美穂，曽田貞滋，
　　湯本貴和，杉浦秀樹，幸島司郎，阿形清和
食肉目の食性はシカの影響を受けた生息環境下では変わるのか？
　　關　義和 , 伊東正文 , 奥田　圭 , 小金澤正昭
岩手県北上高地の山間部に位置する放棄牧草地におけるニホンジカの利用状況
　　野田隆紀，青井俊樹，安江悠真
Inheritance and evolution of personality traits in the semi-wild Japanese macaques
　　Arnaud C, 鈴村崇文 ,Adams M J,Weiss A, 井上 - 村山美穂
北海道日本海側におけるゴマフアザラシ (Phoca largha) の 3 次元的な利用範囲
　　加藤美緒 , 伊東　幸 , 森　寛泰 , 小林万里 , 片貝耕輔 , 櫻井裕太 , 増渕隆仁 , 石井紀之 ,
　　木内政寛
ニホンザルの育児投資－地形の違いと母子間距離の発達的変化－
　　原澤牧子 , 杉浦秀樹
ヒメネズミの集団営巣とタイリクモモンガによる干渉に関する報告（予報）
　　古川竜司 , 嶌本　樹 , 鈴木　圭 , 柳川　久
野生動物に装着する無線テレメトリ機器の合法性
　　後閑政昭 , 矢澤正人 , 高橋広和 , 時田賢一 , 瀬川典久 , 坂庭浩之
GPS-TX の通信技術を応用した動物近接警報システムの開発
　　高橋広和 , 矢澤正人 , 後閑政昭 , 宇野壮春 , 坂庭浩之 , 時田賢一
モンゴル草原を長距離移動するモウコガゼルの移動特性の地域差
　　今井駿輔
秋期のツキノワグマの行動圏と集中利用域の生息地選択の違い
　　根本　唯 , 小坂井千夏 , 中島亜美 , 原口拓也 , 小池伸介 , 山﨑晃司 , 梶 光一
野生チンパンジーの 24 時間の活動性
　　座馬耕一郎
ハンドウイルカにおける闘争後親和行動を行う個体の決定に影響を与える要因
　　山本知里 , 石橋敏章 , 吉田明彦 , 天野雅男
ニホンザルの超高齢メスにおける同年代メスとの社会的関わり
　　市川彩代子 , 山田一憲 , 中道正之
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北海道礼文島に生息するゴマフアザラシ（Phoca largha）の季節別行動パターン
　　渋谷未央 , 小林万里 , 下道弥生 , 大石康雄
ツキノワグマにおける出生後の分散距離の推定
　　小宮将大 , 山本俊昭 , 玉谷宏夫 , 田中純平 , 大嶋　元 , 小山　克
北海道襟裳岬におけるゼニガタアザラシの季節別の行動圏と利用水深
　　小林万里 , 清水隆行 , 増渕隆仁 , 相崎　翔 , 瀧浪脩平
リーフクリッピングは “ 求愛誇示 ” ではない：タンザニア・マハレ M 集団のチンパンジー
のリーフクリッピング行動の記述から
　　西江仁徳 , 井上英治 , 松阪崇久 , 中村美知夫
交通事故防止策としてのエゾシカの警戒声の有効性
　　石村智恵 , 鹿野たか嶺 , 野呂美紗子 , 原　文宏 , 柚原和敏 , 杉本加奈子 , 柳川　久
北海道・襟裳岬におけるゼニガタアザラシの秋サケ定置網の利用頻度と利用範囲
　　増渕隆仁 , 小林万里 , 相崎　翔 , 清水隆行 , 瀧浪脩平
ニシローランドゴリラの性格評定と関連遺伝子の探索
　　村山美穂 ,Weiss A, 井上英治 , 藤田志歩 , 安藤智恵子 , 坪川桂子 , 岩田有史 ,Chimene N,
　　山極壽一
王子動物園のアビシニアコロブスにおける Infant handling と毛づくろいの関連
　　大井裕典 , 山田一憲 , 中道正之
獣害地域におけるニホンザル Macaca fuscata の逃走距離
　　大岩幸太 , 村上友和 , 原真樹子 , 矢野抄子 , 斎藤　梓 , 小川　博 , 安藤元一
ヒト幼児の向社会的行動の交換に観察者の数が与える影響
　　大西賢治 , 清水真由子
中部山岳地域におけるニホンジカの春と秋の季節移動
　　瀧井暁子 , 泉山茂之 , 望月敬史
勝山ニホンザル集団における 3 頭毛づくろい
　　中道正之 , 山田一憲
ニホンジカの発情声 howl の音節数の個体変異
　　南　正人
長野県上伊那地域に生息するメスのツキノワグマの空間利用と個体間関係
　　日吉晶子 , 泉山茂之 , 瀧井暁子 , 高畠千尋 , 木戸きらら , 河合亜矢子 , 細川勇記
ニホンザルの洞窟利用の検証
　　柏木健司 , 高井正成 , 矢野　航 , 辻　大和
羊（Ovis aries）の音声と行動の相互作用
　　苗川博史
カメラトラップ法を用いたツキノワグマの個体識別～胸部斑紋の安定した撮影における直
立補助用杭の有効性～
　　米田　舜 , 高橋　健 , 丸山哲也 , 小金澤正昭
和歌山県有田地域におけるニホンジカのライトセンサスおよび給餌試験
　　法眼利幸 , 植田栄仁 , 山本浩之



! #&& ! MPJ2013

　　　　qr@s?qs

;
!
L
%
J
K

ò�x:=

ò�x:<

ò�x:;

ò�x:@

ò�x:y

ò�x:§

ò�x:q

ò�x=¨

ò�x=x

ò�x=:

ò�x==

ò�x=<

ò�x=;

ò�x=@

ò�x=y

ò�x=§

ò�x=q

ò�x<¨

動物装着物の外装設計
　　矢澤正人 , 青井俊樹 , 坂庭浩之 , 安江悠真 , 高橋広和 , 西　千秋 , 瀬川典久 , 時田賢一
飼育ヌートリアの侵入防止柵登攀能力
　　柳原綾佳 , 小林秀司 , 原田光一
GPS 首輪の行動センサーのデータから見たニホンジカの行動パターン（丹沢地域事例）
　　姜　兆文 , 山根正伸 , 山田雄作 , 奥村忠誠 , 岡野美佐夫 , 吉田淳久
タイリクモモンガの巣移動に対する捕食者の影響
　　澤田石理紗 , 鈴木　圭 , 佐川真由 , 嶌本　樹 , 古川竜司 , 柳川　久
浅間山中腹におけるニホンカモシカ（Caprocornis crispus）の個体間交渉
　　髙田隼人 , 南　正人 , 高槻成紀
高知県におけるニホンザルの分布状況
　　葦田恵美子 , 金城芳典
北上山地における夏期のツキノワグマの餌資源分布，及びアリ類捕食者としての環境利用 
　～新たなテレメトリシステム「GPS-TX」を用いた追跡事例から～
　　安江悠真 , 佐藤愛子 , 青井俊樹 , 矢澤正人 , 高橋広和 , 玉置晴朗 , 瀬川典久 , 時田賢一
ライントランセクト及びカメラトラップ法によるエゾシカの相対密度把握手法の検討
　　宇野裕之 , 上野真由美 , 稲富佳洋 , 玉田克巳
捕獲データを用いたニホンジカの生息適地推定と絶滅危惧維管束植物の食害リスクマップ
作成
　　岩城　光 , 杉村　尚 , 須藤健二
誘引狙撃法のニホンジカに対するスレ防止効果の検証
　　亀井利活 , 柳川洋二郎 , 中村大輔 , 小林恒平 , 近藤誠司 , 秦　寛 , 鈴木正嗣
20 世紀後半のボルネオ島サバ州において，森林伐採・オイルパーム・プランテーション
がオランウータンに与えた影響～保護された孤児の個体数から読み解く～
　　久世濃子 , マリム ペーター , ベルナルド ヘンリー
島嶼での外来ネズミ類の海鳥類への食害と，その根絶への課題
　　橋本琢磨 , 港　隆一 , 常田邦彦
樹上動物のためのアニマルパスウェイに関する研究と実績
　　饗場葉留果,岩渕真奈美,大竹公一 ,岩本和明 ,小田信治 ,岡田美穂 ,小林春美 ,佐藤良晴 ,
　　高橋正敏 , 小林　修 , 湊　秋作
ヒグマ体毛を用いた遺伝子分析における雌雄判別エラーレートの評価
　　近藤麻実 , 釣賀一二三 , 深澤圭太 , 間野　勉
多雪地に生息する中・大型哺乳類の非積雪期における森林利用評価
　　江成（坂牧）はるか , 江成広斗
北海道芽室町の湧水域周辺におけるコウモリ類による bat box の利用
　　高田　優 , 前田敦子 , 谷崎美由記 , 柳川　久
北海道東部浦幌町におけるヒグマ駆除数の推移 (1967̶2012 年 )
　　佐藤喜和
九州山地のカモシカ－絶滅の危機を回避するには－
　　坂田拓司 , 岩本俊孝 , 馬場　稔
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希少種アマミノクロウサギ Pentalagus furnessiの遺存形質としての音声コミュニケーショ
ンと外来哺乳類への捕食リスクの可能性
　　山田文雄
マレーシアの熱帯林に生息するアジアゾウの食性
　　山本詩織 , 高槻成紀 ,Campos-A A
埼玉県入間市における外来種クリハラリス防除の現状
　　山﨑文晶 , 重昆達也 , 御手洗望
ニホンジカが中大型哺乳類に与えた影響
　　若山　学 , 田中正臣 , 米田吉宏
玉川上水中流部におけるアライグマと中型食肉目の生息状況
　　若澤英明 , 片岡友美
沖縄県石垣島におけるカグラコウモリ Hipposideros turpisのねぐらの評価
　　小柳恭二，辻　明子，田村常雄，奥村一枝，前田喜四雄
山中峠ミズバショウ群生地における電気柵を用いた野生動物による被害の防除と衰退した
ミズバショウの回復
　　小澤一輝 , 安藤正規
ミトコンドリア DNA ハプロタイプ分析による群馬県ツキノワグマ集団の遺伝的多様性
　　小澤咲久美 , 渡邊千晶 , 和久井諒 , 原口拓也 , 米澤隆弘 , 姉崎智子 , 佐々木剛
くくり罠を用いた高捕獲効率および連続捕獲を可能とした誘引誘導型捕獲法の開発
　　森部絢嗣
ニホンザルの社会性を考慮した選択的多頭捕獲による被害軽減
　　清野紘典 , 中川恒祐 , 宇野壮春
サル出没カレンダー調査による福井県嶺南地域の群れ分布推定と群れ特性評価
　　清野紘典 , 山元得江 , 岸本康誉 , 西垣正男 , 美馬純一
サハリンにおけるカワウソ Lutra lutraの生息状況と漁業への影響評価
　　村上隆広 , マケエフ セルゲイ , オレイニコフ アレクセイ , 松林良太 , 増田　泰
神奈川県厚木市における広域獣害防護柵の維持管理
　　大岩幸太 , 牧野俊夫 , 島村祐輝 , 山本修悟 , 小澤理恵 , 小川　博 , 安藤元一
知床半島における外来アライグマ防除の展望
　　池田　透 , 島田健一郎
ガバメントハンターの活動と課題
　　竹下　毅
ヒグマ体毛の遺伝子分析における分析フローの確立と空間明示型モデルによる密度推定
　　釣賀一二三 , 近藤麻実 , 深澤圭太 , 間野　勉
八ヶ岳の亜高山帯針葉樹林における森林動態に及ぼすシカの影響
　　田尻研介 , 竹田謙一 , 西村尚之
アライグマ低密度生息下における 新しい捕獲技術としての巣箱型ワナの開発
　　島田健一郎 , 池田　透
大分県における自動撮影によるニホンカモシカ生息調査の試み
　　馬場　稔 , 河野淳一 , 遠藤　晃 , 土肥昭夫
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広葉樹植栽地における誘引狙撃法の試行
　　八代田千鶴 , 森元萌弥 , 中須真史 , 岡本宏之 , 鈴木正嗣
ニホンザル加害群の資源選択におけるスケールニッチの評価
　　望月翔太 , 村上拓彦
岩手県五葉山地域におけるニホンジカ空中センサス
　　堀野眞一 , 千田啓介
小集団化と遺伝的多様性を消失したオキナワトゲネズミ - 希少種トゲネズミ 3 種の生息調
査と遺伝的多様性分析から
　　木戸文香 , 城ヶ原貴通 , 黒岩麻里 , 越本知大 , 望月春佳 , 中家雅隆 , 村田知慧 , 三谷　匡 ,
　　山田文雄
林内における GPS_Iridium 首輪の測位精度評価
　　立木靖之 , 吉田剛司 , 日野貴文 , 金子正美 , 赤松里香
遺伝子解析による三重県内のニホンザルの個体群調査
　　六波羅聡 , 鈴木義久 , 川本　芳
韓国および中国における希少種の野生復帰事業
　　Kim, H, Ogawa, H, Ando, M
マカク性皮の紅潮は血管動態の影響を受ける
　　小野英理 , 鈴木樹理 , 石田貴文
ニホンジカ Cervus nippon避妊ワクチン開発に向けた特異的抗原の選定
　　小林恒平 , 淺野　玄 , 羽田真吾 , 松井基純
なぜクロキツネザルは黒いのか？～クロキツネザルの毛色と性ホルモンの関係性～
　　石黒龍司 , 清水慶子
ニホンイノシシの胎齢推定の精度の検討
　　辻　知香 , 横山真弓 , 淺野　玄 , 鈴木正嗣
飼育下ボルネオオランウータンの加齢に伴う生殖内分泌動態
　　平井仁智 , 石黒龍司 , 清水慶子
ニホンツキノワグマにおける尿糞中性ステロイドホルモン測定系の確立 ～着床遅延の生
理メカニズム解明に向けての第一歩～
　　片岡政喜 , 山﨑晃司 , 松山　薫 , 正藤陽久 , 木村聡志 , 小池伸介 , 中島亜美 , 根本　唯 ,
　　清水慶子
フイリマングース (Herpestes auropunctatus) の個体数抑制手法としての避妊ワクチン開発 (2)
　　峰本隆博 , 淺野　玄 , 森　孝之 , 小林恒平 , 鈴木正嗣
アライグマ (Procyon lotor) の経口避妊ワクチン開発の試み（1）
　　淺野　玄 , 峰本隆博 , 小林恒平 , 鈴木正嗣
酵素免疫測定法によるニホンザルの糞中尿中 Dehydroepiandrosterone-Sulfate（DHEAS)
測定法の確立
　　毛利恵子 , 清水慶子
山口県に生息するニホンジカの血液性状による栄養状態の推定
　　野口裕美子 , 細井栄嗣 , 田戸裕之
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ゴマフアザラシの成長に伴う褐色脂肪組織の変化
　　櫻井裕太 , 岡松 - 小倉優子 , 小林万里 , 斉藤昌之 , 木村和弘 , 角川雅俊 , 白木雪乃 ,
　　高井秀徳
嵐山Ｅ群の高齢メスニホンザルにおける性行動の内分泌基盤について ‐ 予報－
　　豊田　有 , 清水慶子
絶滅危惧種イリオモテヤマネコ (Prionailurus bengalensis iriomotensis) の糞 DNA による種・
性判別
　　デイアス サッコ ファン ホセ , 伊澤雅子 , 今井秀行
マーモセット盲腸における味覚情報伝達分子群の発現解析
　　権田　彩 , 松村秀一 , 斉藤正一郎 , 郷　康広 , 今井啓雄
クマネズミ類における環境適応に関連する遺伝子の進化的動態
　　高梨　脩 , 土屋公幸 ,Ken P. Aplin, 鈴木　仁
ヒト科とテナガザル科におけるセントロメア反復配列高次構造の起源
　　寺田祥子 , 平井百合子 , 平井啓久 , 古賀章彦
知床半島ルシャ地域におけるヒグマの血縁関係解析
　　森脇　潤 , 下鶴倫人 , 山中正実 , 中西將尚 , 永野夏生 , 増田　泰 , 藤本　靖 , 坪田敏男
色覚・食性の異なる新世界ザル種間における苦味受容体 TAS2R1 及び 4 のリガンド感受
多様性
　　尾頭雅大 , 筒井 圭 , 櫻井児太摩 , 鈴木 - 橋戸南美 , 早川卓志 ,Aureli F,Schaffner C M.，
　　Fedigan L M., 今井啓雄 , 河村正二
次世代シーケンサーを用いたトド（Eumetopias jubatus）のマイクロサテライトマーカーの
開発と遺伝子解析への応用
　　服部　薫 , 柳本　卓
Asip遺伝子の変異に基づく沖縄産クマネズミの系統地理学的位置づけ
　　笹森翔一 , 中田勝士 , 鈴木　仁
群馬県の新幹線高架橋におけるヒナコウモリの出産哺育コロニーの分布と越冬について
　　重昆達也
ハタネズミの系統地理－火山と気候に影響を受けたハタネズミ－
　　松浦宜弘 , 疋田　努 , 本川雅治
長野県ツキノワグマ個体群における遺伝的構造の究明
　　早川美波 , 林　秀剛 , 岸元良輔 , 伊藤建夫 , 東城幸治
インド洋沿岸域における住家性ジャコウネズミの分布モデル
　　村上正志 , 大舘智志 , 本川雅治 , 織田銑一 , 山縣高宏
キタキツネ Vulpes vulpes schrencki集団における頭骨形態の地理的変異
　　天池庸介 , 浦口宏二 , 増田隆一
第四紀の環境変動に伴ったクロテンの集団史と北海道を中心とした島嶼での多様性創出
　　木下豪太 , 佐藤　淳 , 細田徹治 , 鈴木　仁
低体重化した母島属島のドブネズミ
　　矢部辰男 , 橋本琢磨 , 森　英章
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オオアシトガリネズミの雌雄同居による産仔の作出
　　沖本康平
マイクロ波を用いた非接触によるニホンヤマネの生体計測の試み
　　宮田桂子 , 鈴木　哲 , 大沢航介 , 的場祐弥
チンパンジーにおける飼育下特有の行動パターンのエソグラム～「異常行動」は異常なの
か？～
　　山梨裕美 , 足立幾麿 , 林　美里
飼育下のカワネズミにおける日間摂餌カロリーの推定と食糞行動の観察事例
　　風間麻未 , 田上正隆 , 波多野順 , 真田誠至
赤ん坊をもちいた飼育チンパンジー（Pan troglodytes）の社会的エンリッチメント
　　平賀真紀
日本におけるチンパンジーの飼育形態の変遷
　　綿貫宏史朗 , 落合知美 , 平田　聡 , 森村成樹 , 友永雅己 , 伊谷原一 , 松沢哲郎
チンパンジー飼育マニュアルについて考える：アメリカの例を参考に
　　落合知美
飼育下アカエリマキキツネザルにおける画像選択課題の導入
　　井上紗奈 , 新藤いづみ , 藤岡隆二 , 竹菴明日香 , 松本令以
飼育員がボルネオオランウータンの描く絵に与える影響
　　花塚優貴
ニホンザルにおける乳児選好性の検討：顔・性・年齢・異種の効果
　　佐藤杏奈 , 香田啓貴 , 南雲純治 , 正高信男
飼育チンパンジーの性皮の腫脹にともなう異性間の近接度の変化：夜間の就眠場所と昼間
の認知実験参加の記録
　　市野悦子 , 松沢哲郎
マンドリルの顔は本当に目立つのか？
　　田中正之 , 岩橋宣明 , 水野章裕 , 松永雅之 , 伊藤二三夫 , 伊藤英之
ニホンサル Macaca fuscataの道具使用の学習過程　－初めて道具を使う時の視覚情報の役
割（第２報）－
　　平井直樹 , 本郷利憲 , 稲冨貴美 , 魚谷恭太郎 , 佐々木成人
コモンマーモセットは乳児の鳴き声に対して発声頻度を上げる
　　堀田英莉 , 関　義正 , 岡ノ谷一夫 , 齋藤慈子 , 中村克樹
チンパンジーは自分の選択の正誤をわかっているか？
　　友永雅己 , 黒澤圭貴 , 川口ゆり
餌付け群のニホンザル（Macaca fuscata）における塩酸メデトミジン－塩酸ミダゾラムに
よる不動化：心拍数・呼吸数・体温の季節差
　　加藤卓也 , 石井奈緒美 , 竹節治夫 , 田中伊知郎 , 羽山伸一
ニホンザル高崎山群の四肢奇形を枚挙する（2）1979 年 12 月まで
　　好廣眞一 , 濱田　穣 , 河野光治 , 齊藤良裕　
北海道のエゾタヌキにおけるイヌジステンパーウイルス感染に関する疫学調査
　　佐鹿万里子 , 阿部　豪 , 郡山尚紀 , 前田　健 , 坪田敏男
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北限に生息する野生ニホンザルにおけるシラミ卵の膠着状況：性・年齢に応じた地域差お
よび部位差の検討
　　石井奈穂美 , 加藤卓也 , 名切幸枝 , 羽山伸一 , 梶ヶ谷博
北海道十勝地方における肝蛭 (Fasciola sp.) の エゾシカ (Cervus nippon yesoensis) への寄生
状況に関する研究
　　尾針由真 , 押田龍夫
焦電型センサーカメラの撮影率に背景温度が及ぼす影響
　　安藤元一 , 山田啓貴 , 山脇幸乃
食性の異なる小型哺乳類の消化管内微生物叢の分子生態学的比較解析
　　井上比加里 , 酒井悠輔 , 坂本信介 , 森田哲夫 , 越本知大 , 篠原明男
ニホンジカの痕跡による生息状況調査用チェックシートの作成と評価
　　岡田充弘 , 小山泰弘
四国におけるアライグマの分布拡大状況
　　金城芳典
狩猟雑誌や鳥獣関連書籍における記事内容の変遷
　　原口美帆
大阪府におけるアライグマ生息状況の経年変化
　　幸田良介 , 虎谷卓哉
微生物叢の 16S rRNA 遺伝子解析からトリトンハムスターの大きな前胃の役割を推測する
　　篠原明男 , 内田栄太 , 井上比加里 , 七條宏樹 , 坂本信介 , 森田哲夫 , 越本知大
シカの糞の分解率の季節変化および標高間での違い
　　小池伸介 , 曽我昌史 , 江成広斗 , 小坂井千夏 , 原口拓也 , 根本　唯
シカ個体数調整のための捕獲手法の評価
　　松浦友紀子 , 高橋裕史 , 伊吾田宏正 , 池田　敬 , 東谷宗光 , 梶　光一 , 日野貴文 ,
　　吉田剛司
ライムギ草地におけるイノシシの採食被害への播種時期の影響
　　上田弘則
2013 年 3 月に鳥取県の湖山池で目撃されたワモンアザラシ
　　西　信介　
Blackbuck の跳躍の仕組み
　　浅野　舞 , 和田直己
カメラトラップを用いた密度推定手法のニホンジカ個体群への実用性
　　池田　敬 , 松浦友紀子 , 高橋裕史 , 吉田剛司 , 村井拓成 , 梶　光一
シロテテナガザルの brachiation について
　　中別府奈央 , 和田直己
ナショナルバイオリソースプロジェクト「ニホンザル」の現状と展望
　　浜井美弥 , 伊佐　正 , 中村克樹 , 山根　到
長崎県におけるイノシシ管理の現状
　　平田滋樹
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効果的・効率的な外来アライグマ対策に向けた情報共有ネットワークの必要性と可能性
　　鈴木嵩彬 , 池田　透
ニホンヤマネの冬眠からの覚醒過程における生理的変化の調査
　　鈴木　哲 , 湊　秋作 , 饗場葉留果 , 岩渕真奈美 , 森田哲夫
糞を用いたタイリクモモンガの生息確認法
　　嶌本　樹 , 古川竜司 , 鈴木　圭 , 柳川 　久
ラット二足歩行モデルの速度変化における運動学的・筋電図学的研究
　　髙木貴史
スンクスゲノム解析プロジェクトの始動
　　城ヶ原貴通，井上直子，坂田一郎，宮戸真美，宮戸健二，金子たかね，飯田　弘，織田銑一，
　　易　勤，山本靖彦，尾崎紀之，黒木陽子，野口英樹，豊田　敦，藤山秋佐夫，
　　坂井貴文
ウガンダ共和国カリンズ森林におけるロエストモンキー（Cercopithecus lhoesti）のアロマ
ザリング行動
　　田代靖子，五百部裕
飛行機目視調査によるスナメリの個体数推定⑴ - 有効探索幅の推定 -
　　小川奈津子，吉田英可，加藤秀弘
笹ヶ瀬川におけるヌートリアの行動圏の推移（予報）
　　野瀬　遵，小林秀司
画像スキャニングシステム・バイオロギングを用いたニホンザルの生態解明
　　森光由樹

Food habit by investigating stomach content of Asiatic water shrew (Chimarrogale 
himalayica) in Taiwan
　　Shou-Li Yuan, Yu-Wen Lo, Xing-Mei Jian and ○ Liang-Kong Lin 
Backpacker activities and usage of the high mountain lodge influenced mammal 
community and activity patterns
　　Po-Jen Chiang*, Shi-Cao Tsai
Mitochondrial phylogeny and biogeographical scenario of Asiatic water shrews (genus 
Chimarrogale): implication for taxonomy and low latitude migration route
　　Shou-Li Yuan, Xue-Long Jiang, Zhen-Ji Li, Kai He, Masashi Harada, Tatsuo Oshida, and 
　　Liang-Kong Lin
Population density of Taiwanese macaques and human-macaque interactions at Shoushan 
National Nature Park
　　Hsiu-hui Su & Shu-Wei Nian
Preliminary study of population genetic structure of Taiwanese macaque (Macaca cyclopis) 
in Hengchun Peninsula, Taiwan
　　Hoi-Ting Fok, Yoshi Kawamoto, Pei-Chun Liao, Hsiu-hui Su
Ecology of Leopard Cats (Prionailurus bengalensis) and Sympatric Carnivores in a 
Fragmented Habitat in Northern Taiwan
　　Mei-Ting Chen, Kurtis Jai-Chyi Pei, Po-Jen Chiang
Impact of Formosan sambar (Rusa unicolor  swinhoii) on the regeneration and tree 
composition of subalpine forests in southern Taiwan
　　Chung-Yi Lin, Guo-Jing Weng, Ling-Ling Lee
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ニワトリ胚の発生に関する転卵と向きの影響
　　宮木貴子，荒木由希（愛知県立一宮高等学校）
高崎山ニホンザル群における「石遊び」の研究Ⅲ
　　藤原英里奈，角井真名美，小野陽介（大分県立大分舞鶴高等学校）
サンショウウオの飼育下での繁殖法の確立を目指して
　　木村佳奈子（ノートルダム清心学園清心女子高等学校）
イヌのメタボリックシンドロームを解明する
　　武田玲奈，荒川智之，藤原柾之，室山拓己（岡山理科大学附属高等学校）
百間川の水質における若干の知見
　　林晃太郎，北原陽介，末房　勇，西崎魁人，高橋毅明，木下知也，久本　遼（関西高
　　校理学部化学班・生物班）
白賀川の水生昆虫相と水質
　　北原陽介，林晃太郎，末房　勇（関西高等学校 理学部化学班）
ウミボタル 9,&7/-,$6)-7'*3"&0)$(Muller, 1890) の生息環境に関する若干の知見
　　西崎魁人，高橋毅明（関西高等学校 理学部生物班）
粘菌変形体の培地条件に応じた輸送管ネットワークの形成
　　藤戸竜司・石原武・足立琢真・光實想支・越智亮介　（指導教員：高橋和成）（岡山理
　　科大学附属高校　科学部）
備後地域，特に芦田川水系における自然保護～スイゲンゼニタナゴ保護活動を中心に～
　　熊谷　花，立神直輝，廣安祐華，和泉早也香（盈進中学高等学校　環境科学研究部）
兵庫県立播磨農業高校内の土壌動物に関する研究
　　三船万里奈，井上小春（兵庫県立播磨農業高等学校　サイエンス部）
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Announcement to the participants

　L5(%G"&8,%1((,&8)%"I% ,5(%d^,5%\+-+8%o*&1+,(%9"/&(,0%+883+!%1((,&8)%+8.%=+11+!")&/+!%9"/&(,0%"I%\+-+8%
dc`O%&#%5(!.%&8%&8%,5(%A<+0+1+%X8&6(*#&,0%"I%9/&(8/(%PAX9K%/+1-3#CCCH3&!.&8)#%>"#'%d`%+8.%d_$%+8.%,5(%Y+<(%

Educational Institute 50th Anniversary Memorial Building. Please check the details of facilities and locations of 

,5(%43&!.&8)#%+8.%*""1#%I"*%(6(8,#%&8%,5(%#/5(.3!(%,+4!(#%+8.%2""*%)3&.(#'

1. Reception desk
　L5(%*(/(-,&"8%.(#<%&#%#(,%"8%,5(%e,5%2""*%P)*"38.%!(6(!%"8%+%5&!!%,"-K%"I%H3&!.&8)%>"'%d_%"8%,5(%.+,(%+8.%,&1(%+#%
follows.

b*&.+0$%9(-,'%h$%I*"1%`OEcc%,"%`^Ecc%

9+,3*.+0$%9(-,'%e$%I*"1%mEcc%,"%`eEcc%

938.+0$%9(-,'%m$%I*"1%mEcc%,"%`mEcc%

="8.+0$%9(-,'%^$%I*"1%mEcc%,"%`_Ecc

2. Cloakroom
　>"'%dd_k`%/!+##*""1%&8%H3&!.&8)%>"'%d_%&#%3#(.%+#%,5(%/!"+<*""1%"8%,5(%.+,(%+8.%,&1(%#-(/&7(.%4(!";'%T"3*%
"4#(*6+8/(%"I%,5(%3#(%.+,(%+8.%,&1(%#/5(.3!(%&#%<&8.!0%*(@3(#,(.'%:8%-+*,&/3!+*$%8",(%,5+,%"8%9(-,'%e%"8%;5&/5%,5(%

reception party is held, you can neither deposit nor withdraw your baggage after the scheduled time, as all rooms 

will be locked for safety.

b*&.+0$%9(-,'%h%I*"1%`OEcc%,"%`^Ecc%

9+,3*.+0$%9(-,'%e%I*"1%mEOc%,"%`mEOc%

938.+0$%9(-,'%m%I*"1%mEOc%,"%dcEk_%

="8.+0$%9(-,'%^%I*"1%mEOc%,"%`eEcc

3. Lounges for resting, eating and drinking
　For resting, eating, and drinking (no alcohol allowed in the campus), 
-!(+#(%3#(%F!+##*""1%>"'%dd_kd%+8.%,5(%d8.%2""*%"I%,5(%_c,5%B88&6(*#+*0%

Memorial Building.

4. Award winners’ lectures
　L5(%;&88(*#%"I% ,5(% \+-+8%o*&1+,(%9"/&(,0%L+<+#5&1+%B;+*.%+8.% ,5(%=+11+!")&/+!%9"/&(,0%"I% \+-+8%
V8/"3*+)(1(8,%B;+*.%-*(#(8,%,5(&*%!(/,3*(#%&8%,5(%AX9%J+!!%"8%,5(%m,5%2""*%"I%H3&!.&8)%>"'%d_$%#,+*,&8)%+,%`OEcc%

"8%938.+0$%9(-,'%m'

5. Public symposium
　L5(%-34!&/%#01-"#&31$%,&,!(.%qB8&1+!#%+8.%J31+8%9"/(&,0E%,5(%/5+8)&8)%1".(*8%#"/&(,0%+8.%&,#%&82(8/($q%&#%
#/5(.3!(.%,"%4(%5(!.%&8%,5(%AX9%J+!!%"8%,5(%m,5%2""*%"I%H3&!.&8)%>"'%d_$%#,+*,&8)%+,%`OEOc%"8%938.+0$%9(-,'%m'

6. Oral sessions
L5(%"*+!%#(##&"8#%+*(%"8%9+,3*.+0$%9(-,'%e%+8.%938.+0$%9(-,'%m'
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+'%T"3*%7!(%#341&,,(.%4(I"*(5+8.%I"*%(+/5%-*(#(8,+,&"8%&#%#+6(.%*(+.0CI"*C3#(%&8%,5(%oF%&8%(+/5%*""1'%o!(+#(%3#(%

,5&#%oF%I"*%0"3*%-*(#(8,+,&"8'%>",(%,5+,%8(&,5(*%3#(%"I%0"3*%";8%oF%8"*%*(&8#,+!!1(8,%"I%0"3*%7!(%&#%+!!";(.'

b. The duration of each presentation, all inclusive, is 14 minutes. Each presenter is requested to stand by at the 

#,+8.C40%#(+,%;5(8%5&#p5(*%-*(/(.&8)%-*(#(8,(*%&#%"8%#,+)('%o!(+#(%78&#5%0"3*%-*(#(8,+,&"8%;&,5&8%,5(%+!!";(.%`k%

1&83,(#'%B80%(D/(##&6(%-*(#(8,+,&"8%1+0%4(%,(*1&8+,(.%3878&#5(.'%A8(%4(!!%1(+8#%`c%1&83,(#%5+6(%-+##(.$%+8.%

two bells 12 minutes, set as indicators to keep enough time for questions, answers, and discussion. Therefore, 

when two bells are heard, please begin to conclude your presenation for smooth transit  toward questions and 

answers. Three bells means all 14 mintues have passed and no time is left.

7. Poster sessions
　L5(%-"#,(*%#(##&"8#%+*(%I*"1%b*&.+0$%9(-,'%h$%,"%="8.+0$%9(-,'%^'
+'%o"#,&8)%4()&8#%+,%`_Ecc%"8%b*&.+0$%9(-,'%h'%o!(+#(%78&#5%-"#,&8)%40%`cEcc%"8%="8.+0$%9(-,'%e'%W(!+0(.%-"#,&8)%

may result in exculsion from 

the poster prize evaluation.

b. Each presenter  is  requested  to check his/her poster allocation. His/her poster  is  to be posted at  the place 

#-(/&7(.%40%,5(%-"#,(*%>"'%L5314,+/<%-&8#%+*(%+6+&!+4!(%&8%(+/5%-*(#(8,+,&"8%*""1'

/'%F"*(%,&1(%&#%+!!"/+,(.%,"%(+/5%-"#,(*'%L5(%/"*(%,&1(%I"*%,5(%"..C8314(*(.%-"#,(*#%&#%``EccCC`dEcc$%="8.+0$%

9(-,'%e$%+8.%,5+,%I"*%,5(%(6(8C8314(*(.%-"#,(*#%&#%`_Ek_CC`hEk_'%V+/5%-*(#(,(*%&#%*(@3(#,(.%,"%#,+8.%40%5&#p5(*%

poster during the core time. His/her absence during the core time may result in exculsion from the poster prize 

evaluation.

d. Announcement and commendation of the poster prize and the presentation prize will be made jointly by the 

4",5%#"/&(,&(#%&8%,5(%AX9%J+!!%"8%,5(%m,5%2""*%"I%,5(%H3&!.&8)%>"'%d_%I*"1%`OEcc%"8%938.+0$%9(-,'%m'%B--!&/+8,#%

for the prizes are requested to attend by all means.

('%N(1"6+!%"I%,5(%-"#,(*#%/+8%4(%1+.(%+I,(*%`_Ecc%"8%9(-,'%m$%+8.%13#,%4(%78&#5(.%40%`kEcc%"8%="8.+0$%9(-,'%^'%

Those left posted any later will be removed and discarded by the secretariat.

8. Junior and senior high school students' poster session
+'%o"#,&8)%4()&8#%+,%`_Ecc%"8%b*&.+0$%9(-,'%h'%o!(+#(%78&#5%-"#,&8)%40%`kEcc%"8%="8.+0$%9(-,'%e'%W(!+0(.%-"#,&8)%

may result in exculsion from the poster prize evaluation.

b. Each presenter  is  requested  to check his/her poster allocation. His/her poster  is  to be posted at  the place 

#-(/&7(.%40%,5(%-"#,(*%>"'%L5314,+/<%-&8#%+*(%+6+&!+4!(%&8%(+/5%*""1'

c. Core  time is allocated  to each poster. The core  time for  the  junior and senior high school students' poster 

#(##&"8%&#%`_Ek_CC`hEk_'%V+/5%-*(#(,(*%&#%*(@3(#,(.%,"%#,+8.%40%5&#p5(*%-"#,(*%.3*&8)%,5(%/"*(%,&1('%J&#p5(*%+4#(8/(%

during the core time may result in exculsion from the poster prize evaluation.

d. Announcement and commendation of the junior and senior high school 

-"#,(*%-*&?(%;&!!%4(% &8% ,5(%AX9%J+!!%"8% ,5(%m,5%I!""*%"I% ,5(%H3&!.&8)%>"'d_%I*"1%`OEcc%"8%938.+0$%9(-,'%m'%

Presenters are requested to attend by all means.

('%N(1"6+!%"I%,5(%-"#,(*#%/+8%4(%1+.(%+I,(*%,5(%+88"38/(1(8,%+8.%/"11(8.+,&"8%/(*(1"80%"8%9(-,'%m$%+8.%13#,%

4(%78&#5(.%40%`kEcc%"8%="8.+0$%9(-,'%^'%L5"#(%!(I,%-"#,(.%+80%!+,(*%.3(%;&!!%4(%*(1"6(.%+8.%.&#/+*.(.%40%,5(%

secretariat.
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9. Free meetings and mini-symposia 
　L5(%I*((%1((,&8)#%+*(%5(!.%"8%b*&.+0$%9(-,'%h$%+8.%1&8&C#01-"#&+%I*"1%b*&.+0$%9(-,'%h$% ,"%="8.+0$%9(-,'%^'%
The secretariat only provides the room (a projector and screen installed) for each event. Management of each 

meeting or minisymposium is basically handed to the voluntary discretion of the organizer. The secretariat, due 

to its limited resources, can supply no PC for free meeting and minisymposia. The PC, if used to connect to the 

-*"G(/,"*$%13#,%4(%4*"3)5,%40%,5(%38.(*,+<(*'%9,*&/,%,&1(C<((-&8)%&#%*(@3(#,(.'%

10. Zoo and aquarium displays
+'%9,+II%1(14(*#%"I%?""%+8.%+@3+*&31%.&#-!+0#%+*(%*(@3(#,(.%,"%*(/(&6(%+%#,+II%-+##%+,% ,5(%*(/(-,&"8%.(#<%"8%

arrival. Up to 2 persons for each zoo or aquarium are allowed to receive the staff pass.

b. Those planning to bring in showpieces are requested to contact the secretariat beforehand. Display packages 

/+8%4(%4*"3)5,%&8%"8!0%I*"1%`cEcc%,"%`dEcc%"8%b*&.+0$%9(-,'%h'

c. The display materials such as posters and handbills are, if donated to the secretariat after the meeting, welcome. 

If their complete destruction rather than donation is desired, please notify the secretariat. If they are to be brought 

4+/<$%-!(+#(%1+<(%,5(&*%;&,5.*+;+!%+I,(*%`kEcc%"8%="8.+0$%9(-,'%^'

11. Reception party
+'%L5(%*(/(-,&"8%-+*,0%&#%5(!.%`^EccCCd`Ecc%"8%9+,3*.+0$%9(-,'%e$%+,%A<+0+1+%N"0+!%J",(!'

4'%H3#%&#%/"86(8&(8,%,"%,5(%5",(!'%b*"1%,5(%qAX9%b*"8,%Z+,(q%43#%#,"-%+,%,5(%4+#(%"I%,5(%I*"8,%(#/+!+,"*$%,+<(%+%43#%

,"%qA<+0+1+%9,+,&"8%U(#,%Z+,($q%+8.%)(,%"II%+,%q9(&#5&8/5"q'

/'%=(14(*#%"I%,5(%=+11+!")&/+!%9"/&(,0%"I%\+-+8%+8.%8"8C1(14(*%-+*,&/&-+8,#%+*(%*(@3(#,(.%,"%3#(%,5(%43#(#%

!(+6&8)%,5(%#,"-%+,%`eEdc%+8.%`eE__'%L5(%43#%!(+6&8)%+,%`mEOc%&#%(D-(/,(.%,"%4(%/*";.(.%6(*0%13/5'

.'%=(14(*#%"I%,5(%\+-+8%o*&1+,(%9"/&(,0%+*(%*(@3(#,(.%,"%1"6(%,";+*.%,5(%43#%#,"-%-*"1-,!0%+I,(*%,5(%)(8(*+!%

+##(14!0%P#/5(.3!(.%`mEccK$%+8.%-!(+#(%3#(%,5(%43#%!(+6&8)%+,%`mEOc'%934#(@3(8,%43#(#%+*(%"8!0%#(*6&/(.%-+#,%

`^Ecc'

12. Company display booths
+'%L5(%/"1-+80%.&#-!+0%4"",5#%+*(%"8%,5(%`#,%2""*%"I%H3&!.&8)%>"'%d_'

b. About planned display materials, please contact the secretariat beforehand. Display packages can be brought in 

"8!0%I*"1%`cEcc%,"%`dEcc%"8%b*&.+0$%9(-,'%h'

/'%N(1"6+!%"I%,5(%.&#-!+0#%+*(%*(@3(#,(.%,"%4(%1+.(%+I,(*%`OEcc%"8%9(-,'%^$%+8.%13#,%4(%78&#5(.%40%`_Ecc%"8%

="8.+0$%9(-,'%^'

13. Miscellaneous
a. The Internet facilities are not provided.

4'%S38/5E%H"D%!38/5(#%;&!!%4(%#"!.'%L5(%.(,+&!#%"I%,5(%#(*6&/(%;&!!%4(%)&6(8%+,%,5(%*(/(-,&"8%.(#<'

/'%91"<&8)E%o(+#(%*(I*+&8%I*"1%#1"<&8)%(D/(-,%,5(%.(#&)8+,(.%#1"<&8)%+*(+'%L5(%&8I"*1+,&"8%"8%,5(%#1"<&8)%

area will be given at the reception desk.

d. On emergency  such as  concerning health or  any accident, please contact  the  secretariat headquarters 

immediately.



! $+$ ! MPJ2013

　　

-
.
/
0
1

2
3
4

14. Hotel accomodations
　W3*&8)%,5(%-(*&".%I*"1%h,5% ,5*"3)5%^,5%9(-,(14(*$%dc`O$%;5(8%"3*%1((,&8)% &#%5(!.$%/"8I(*(8/(#%"I%#"1(%
other big societies (beside ours [700 participants estimated], at least 4 meetings, with 3,000, 250, 1,000, and 150 

participants, respectively) are also planned to be held in Okayama.  Therefore, if you make delayed reservations 

or arrive with no reservation, we are afraid that the number of accommodations in Okayama City may fall short 

+8.%0"3%;&!!%5+6(%)*(+,%.&I7/3!,0%&8%78.&8)%+%-!+/(%,"%#,+0'

We strongly recommend you make early room reservations well in advance of the meeting period. 
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1.　Keytone lecture
Tetsurou Matsuzawa：　Primate Research Institute, Kyoto University

2.　Theme lecture
Yasuyuki MUROYAMA：　Department of Marketing, Faculty of Business 
Administration, Toyo University
Nobuhiro TAKADA: Faculty of Medical Sciences, Fukui University
Seinchi ODA: Department of Zoology, Faculty of Science, Okayama 
University of Science

3.　Discussant
Fumio YAMADA: Forestry and Forest Products Research Institute

4.　Special Guest
Masao KAWAI:　Professor emeritus of Kyoto University

vÓÔÕ}��]Ä�]�ÅÈÓ}ÈÒ ]Õ}�ÓÆ}�ÔÓ}Ä� ]È�Õ]Õ}~�Æ�}ÓÊ ]Ä�]�ÈÓ�]�ÆÄÑ]È]~ÈÆ}�ÓÊ]Ä�]
�àÄÒÄÉ}àÈÒ]Å�Æ�Å�àÓ}~��

Dai Fukui (Institution of Social Collaboration and Research Partnership, 
Wakayama University)

bÄ�É]Ó�ÆÑ]Æ���ÈÆàÇ]Ä�]Û�}È�]�ÒÈàÝ]��ÈÆß]�ÄàÔ�]Ä�]ÓÇ�]���Õ}�É]�àÄÒÄÉÊ
Shinsuke Koike (Tokyo University of Agriculture and Technology)

The Complex Primate: Interdisciplinary Science and the Math behind the 

Monkey

Andrew J. J. MacIntosh (Center for International Colloboration and 
Advanced Studies in Primatology, Primate Research Institute, Kyoto 
University)

£~ÄÒÔÓ}Ä�]Ä�]àÄÑÑÔ�}àÈÓ}Ä�]}�]ÅÆ}ÑÈÓ��
Hiroki Koda (Primate Research Institute, Kyoto Universirty)

vÊÑÅÄ�}È]4]b�àÓÔÆ�
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  6 September (Fri.) 

FS- １
Room：２２５４３

12：00-16：15

FS-2
Room：２２５４４

14：30-16：15

Management of Feral Rhesus Monkeys and their Hybrids as an Invasive 
Alien Species in Chiba Prefecture

Host organization: Conservation and Animal Welfare Committee of the Primate 
Society of Japan, and Management Committee of the Mammal Society of Japan

1) Kei Shirai (Wildlife Management Office Inc.):  The Historical Background                 
2) Yoshi Kawamoto (Primate Research Institute, Kyoto University): Genetic 

Assessment of the Hybridization
3) Yuzuru Hamada (Primate Research Institute, Kyoto University):  Morphological 

Study of the Hybridization
4) Koji Ohsawa (Nature Conservation Division, Environmental and Community 

Affairs Department, Chiba Prefecture): Management Policy of the Chiba 
Prefectural Government

5)  Reiji Higashioka (Nature Conservation Bureau, Ministry of the Environment): 
Management Policy of the Ministry of the Environment

6) Tamaki Maruhashi (Musashi University) : Setting the Management Goal and 
Road Map 

7) General Discussion
  Commentator: 
Yasushi Maruyama (Nagoya University): A Viewpoint from Social Ethics   
Kunihiko Tokida (Japan Wildlife Research Center): Suggestions from the 

Eradication Programs of Other Invasive Alien Mammals 
Kei Shirai (Wildlife Management Office Inc.): Suggestions from the Eradication 

Program of Formosan Monkeys and their Hybrids in Wakayama Prefecture  
Principal Organizers:
Toru Oi (Forestry and Forest Products Research Institute/Graduate School of 

Agricultural and Life Sciences, The University of Tokyo)
Fumio Yamada (Forestry and Forest Products Research Institute)
Masahiko Asada (Chiba Biodiversity Center, Chiba prefecture) 

Functional morphology on locomotor apparatus of primates and other 
mammals

Chiar: Ryuhei Kojima (Facullty of Health and Medical Care, Saitama Medical 
University), Ken Fujino (Tokyo Metropolitan Institute of Gerontology)

1) Kent Mori (University of Tokyo): Functional morphology of hind limb 
musculoskeletal systems in weasels and its swimming behaviour

2) Ken Fujino (Tokyo Metropolitan Institute of Gerontology): Evolution of the 
mole shoulder girdle: its unique strategy for living in the soil

3) Ryosuke GOTO (Grad. School of Human Sciences, Osaka Univ.): Ankle joint 
mechanics of primates, and implications for locomotor characteristics.

4) Shin-ich Sekiya (Niigata College of Nursing): Comparative anatomy of the sural 
nerve

5) Ryuhei Kojima (Facullty of Health and Medical Care, Saitama Medical University): 
Muscle fiber typing in specimens preserved for very long terms

Free Session
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Chair: Masaki Tomonaga (Primate Research Institute, Kyoto University), 
Tadamichi Morisaka (Wildlife Research Center of Kyoto University)

1) Tadamichi Morisaka (Wildlife Research Center of Kyoto University): 
Social behaviors and sounds in dolphins

2) Fumio Nakahara (Tokiwa University): Dolphin social cognition
3) Ikuma Adachi (Primate Research Institute, Kyoto University): 

Crossmodal correspondence in chimpanzees
4) Masaki Tomonaga (Primate Research Institute, Kyoto University): 

Visual cognition in chimpanzees and dolphins
5) Discussion: Perspectives for future comparative researches

6}ÒÕÒ}��] �ÑÈÉ}�É]6ÄÆÝ�ÇÄÅ>] ÇÄÞ] ÓÄ] }ÑÅÆÄ~�] ÊÄÔÆ]àÈÑ�ÆÈ] ÓÆÈÅÅ}�É]
techniques

Chair: Masatoshi Yasuda (FFPRI-Kyushu)
1) Chizuru Yayota (FFPRI-Kansai) Comparison between different remote 

cameras
2) Shin-Ichi Seki (FFPRI-Kansai) Yearlong operation of camera traps on 

offshore islands
3) Nobuhiko Kotaka (FFPRI-Kyushu) Long-term changes of wildlife fauna 

revealed by camera traps

xÆÈàÓ}à�]�ÄÆ]àÄÒÒÈ�ÄÆÈÓ}~�]�ÓÔÕÊ]Ä�]Æ�ÅÆÄÕÔàÓ}Ä�]Ä�]��ÕÈ�É�Æ�Õ]ÑÈÑÑÈÒ�]
w]àÄ���àÓ}Ä�]Ä�]1ÄÄß]ÒÈ�ÄÆÈÓÄÆÊ]È�Õ]Þ}ÒÕ]w

Chair: Noko Kuze (Department of Anthropology, The National Museum of 
Nature and Science)

1) Kodzue Kinoshita (Wildlife Research Center of Kyoto University): Near infrared 
spectroscopy method for reproductive physiology in endangered mammals

2) Takumi Tsutaya (Department of Integrated Biosciences, Graduate 
School of Frontier Sciences, The University of Tokyo): Reconstruction 
of weaning ages in mammals using trace element analyses

3) Tomoyuki Tajima (Graduate School of Sciences, Kyoto University): 
Wild and Captive - for the collaborative study on genital swelling in 
orangutans

4) Noko Kuze (Department of Anthropology, The National Museum of 
Nature and Science): Collaborative study on reproduction of orangutan

]]T]v�ÅÓ�Ñ��Æ]Ý�Æ}9ß]8H>>i? 8T>8L
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uÈÑÑÈÒÄÉÊ] }�]ÓÇ�]Æ�É}Ä��]Ä�]ÃÇÔÉÄÝÔ]È�Õ]vÇ}ÝÄÝÔß]�ÈÅÈ�ß]Ó}ÒÒ]�ÄÞ]È�Õ]
Ç�Æ�È�Ó�Æ

Chair: Daisuke Hayakawa (Wanpark Kochi Animal Land)
Chairman: Hideo Okumura (Shikoku Research Center, Forestry and Forest 
Products Research Institute)

1) Daisuke Hayakawa (Wanpark Kochi Animal Land): Purpose of this mini 
symposium

2) Takaki Yamada (Shikoku Institute of Natural History): Video record on 
denning of a mother bear and cubs in Shikoku region

3)Shuuji Yachimori (Shikoku Institute of Natural History): Review of 
mammalogical studies and specimen in Shikoku region

4) Hiroshi Tanaka (Yamaguchi Prefectural Yamaguchi Museum): Mammal 
collections of museum and research institutes and review of mammal 
research in Chugoku region

5) Yukibumi Kaneko (Kagawa University), etc.: General discussion

£~ÈÒÔÈÓ}�É]ÓÇ�]}ÑÅÈàÓ�]Ä�]~�É�ÓÈÓ}Ä�]�Ê]Õ��Æ]���Õ}�É]È�Õ]��ÓÈ�Ò}�Ç}�É
ÓÇ�]È}Ñ�]�ÄÆ]ÓÇ�]~�É�ÓÈÓ}Ä�]ÅÆÄÓ�àÓ}Ä�]È�Õ]Æ�àÄ~�ÆÊ9

Chair: Masaki Ando (Gifu University), Hayato Iijima (Yamanashi Forest 
Research Institute), Nobuhiro Akashi (Hokkaido Research Organization)

1) Hayato Iijima (Yamanashi Forest Research Institute): Comparison of 
evaluation ways for detecting deer effects on vegetation.

2) Toru Suzuki (Rakuno Gakuen University): Integrated management of 
deer and forest ecosystems: a case study in Tanzawa Mountains.

3) Yasutaka Kishimoto, Daisuke Fujiki (University of Hyogo): Generalization for 
method of setting deer management target to prevent of vegetation decline.

vÈÑÅÒ}�É]Õ��}É�]È�Õ]�ÓÈÓ}�Ó}àÈÒ]È�ÈÒÊ�}�>]ÈÅÅÒ}àÈ�}Ò}ÓÊ]Ä�]ÑÔÒÓ}~ÈÆ}ÈÓ�]
analysis to mammal studies

Chair: Masashi Kiyota (National Research Institute of Far Seas Fisheries, Fisheries 
Research Agency), Osamu Hoson (National Research Institute of Far Seas Fisheries, 
Fisheries Research Agency / Department of Zoology, National Museum of Nature 
and Science)

1) Osamu Hoson (National Research Institute of Far Seas Fisheries, Fisheries Research 
Agency / Department of Zoology, National Museum of Nature and Science), Yu Kanaji 
(National Research Institute of Far Seas Fisheries, Fisheries Research Agency): Application 
to morphology: Multivariate analysis of the morphological variation in skulls of dugong
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2) Takehiro Okuda (National Research Institute of Far Seas Fisheries, Fisheries 
Research Agency): Application to community ecology: Multivariate analysis of 
community patterns of littoral organisms and their determinants

3) Nozomi Nakanishi (Graduate school of Science and Engineering, University 
of the Ryukyus): Application to feeding ecology: Association analysis of 
food habits of the Iriomote cat Prionailurus bengalensis iriomotensis

4) Takeshi Honda (Yamanashi Prefecture Agricultural Research Center): 
Application to wildlife management: Investigation of causal relationship 
for reducing crop damage caused by wildlife

ÜÇ�]ÅÆ����Ó]�ÓÈÓÔ�]Ä�]Û�}ÈÓ}à]ÛÒÈàÝ]��ÈÆ�]}�]6��Ó]ÃÇÔÉÄÝÔ])}�ÓÆ}àÓ]
wÆ�ÅÄÆÓ]Ä�]ÈÕÑ}�}�ÓÆÈÓ}~�]ÈàÓ}~}ÓÊ]È�Õ]Æ���ÈÆàÇw

CHair: Hiroyuki Tado (Yamaguchi Prefecture Agriculture and Forestry), 
Takeshi Fujii (Hiroshima Prefectural Government), Seigo Sawada (Shimane 
Prefectural Mountainous Region Research Center), Tomoki Nakamura 
(Graduate School of Agriculture, Yamaguchi Univ. ), Tomoko Shizuno  
(Shimane Prefectural West Agriculture and Forestry Promotion Center), 
Hiroki Kanamori (Shimane Prefectural Mountainous Region Research Center)

1) Hiroyuki Tado (Yamaguchi Prefecture Agriculture and Forestry): The 
aim of the symposium 

2) Takeshi Fujii (Hiroshima Prefectural Government): History of the 
management of the West Chugoku bear population and the general 
outline of the Specified Wildlife Conservation and Management Plans 

3) Seigo Sawada (Shimane Prefectural Mountainous Region Research Center): 
The administrative wildlife managers and activity of bear rangers 

4) Tomoko Shizuno  (Shimane Prefectural West Agriculture and Forestry 
Promotion Center): The activity of professional instructors of wild life 
management

5) Tomoki Nakamura (Graduate School of Agriculture, Yamaguchi Univ.) , 
Eiji Hosoi (Faculty of Agriculture, Yamaguchi Univ.): Food resources of 
Asiatic Black bears in the Nishi-Chugoku Mountains　 

6) Takeshi Fujii (Hiroshima Prefectural Government): Grappling to the next plan 

xÈÒ�ÄÑÈÑÑÈÒÄÉÊ] }�]vÄÔÓÇ�È�Ó]Û�}È>]ÜÆÈ��}Ó}Ä�]Ä�]ÓÇ�]xÒ}Äà���]ÑÈÑÑÈÒ]
�ÈÔ�È]}�]uÊÈ�ÑÈÆ

Chair: Masanaru Takai (Primate Research Institute, Kyoto University)
1) Masanaru Takai (Primate Research Institute, Kyoto University): Plio/

Pleistocene primate fossils in Myanmar
2) Yuichiro Nishioka (Primate Research Institute, Kyoto University): Late 

Pliocene Mammals of central Myanmar and the change of their distribution

]]_]v�ÅÓ�Ñ��Æ]Ý�Æ}9ß]8_>HL? <i>>i
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3) Shintaro Ogino (Actow Inc.): Fossil carnivores from the late Miocene to 
Pliocene Irrawaddy Sediments, Myanmar

4) Haruo Saegusa (The Museum of Nature and Human Activities, Hyogo): 
The late Cenozoic proboscideans of Myanmar

ÜÆ��Õ�] È�Õ]ÈÅÅÒ}àÈÓ}Ä��]Ä�] ��vvH�Ý�Æ��]�Å��]vÄÔÆà�]vÄ�ÓÞÈÆ�] �ÄÆ]
��Ä�ÅÈÓ}ÈÒß]�ÄÆ]�}�ÒÕÞÄÆÝ�Æ�

Chair: Yasuto Furukawa (Graduate school of Agriculture, Hokkaido 
University/Regional Environmental Planning Inc./ The Open Source 
Geospatial Foundation Japan local chapter), Nozomi Nakanishi (Graduate 
school of Science and Engineering, University of the Ryukyus)

1) Yasuto Furukawa (Graduate school of Agriculture, Hokkaido University/
Regional Environmental Planning Inc./ The Open Source Geospatial 
Foundation Japan local chapter): Introductio:What is FOSS4G?

2) Susumu Ono (Regional Environmental Planning Inc.): Implementation of 
FOSS4G for Wildlife Damage Management

3) Nozomi Nakanishi (Graduate school of Science and Engineering, University 
of the Ryukyus): Let's try to analyze radio-tracking data using QGIS

4) Yoshio Mishima (Center for Sustainability Science (CENSUS), Hokkaido 
University): Data handling and analysis of wildlife distributional 
information using FOSS4G: primitive examples in Hokkaido

vÅ�à}�}�Õ]6}ÒÕÒ}��]ÃÄ���Æ~ÈÓ}Ä�] È�Õ]uÈ�ÈÉ�Ñ��Ó]xÒÈ�] �ÄÆ]�ÈÅÈ���� ]
uÈàÈáÔ��>]Ü�~}�Þ]Ä�]xÈ�Ó]Ü��]Ê�ÈÆ�

Chair: Kunio Watanabe (Kyoto University), Kunihiko Tokida (Japan Wildlife
Research Center), Hiroto Enari (Yamagata University, Fac. Agriculture)

1) Masaaki Takiguchi (Japan Wildlife Research Center): General view on 
the progress of Specified Wildlife Conservation and Management Plan 
of Japanese macaques in these ten years and its problems to be solved

2) Takeharu Uno (Tohoku Monkey and Mammal Management Center): 
Report from the field 1: The case of Miyagi prefecture

3) Katsuya Suzuki (University of Hyogo, INES): Report from the field 2: 
The case of Hyogo prefecture

4) Hiroto Enari (Yamagata University, Fac. of Agriculture): Management 
problem of urban monkeys

Ü���ÈÆàÇ}�É]Þ}ÓÇ]78��79]]w]GÄÞ]ÓÄ]É�Ó]�ÈÑÅÒ��]Ä�]È]�ÓÔÕÊ]�ÆÄÑ]8���]w

Chair: Hatase J. (Hiroshima City Asa Zoological Park), D.Hayakawa（Wanpark 
Kochi Animal Land)

1) Satoshi Kusuda (Faculty of Applied Biological Sciences, Gifu University): 
Problem in the joint study from gaps in perception between zoo and university: 
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From my previous experience in reproductive study of zoo mammals
2) Masayuki Nakamichi M (Graduate School of Human Sciences, Osaka 

University): The probability of and need for behavioral studies on zoo 
animals.

3) Kouki Morikaku (Kanazawa Zoological Gardens): "Researching" in a Zoo
4) Jun Hatase (Hiroshima City Asa Zoological Park): Different situations of 

Zoos and Universities.  - A first step to mutual understanding -

���ÒÈ�Õ]ÆÔÒ��]�ÄÆ]ÑÈÑÑÈÒ�ß]ÅÆ}ÑÈÓ��ß]È�Õ]ÇÄÑ}�}��

Chair: Yousuke Kaifu (National Museum of Nature and Science, Tokyo), 
Yuzuru Hamada (Primate Research Institute, Kyoto University), Masaharu 
Motokawa (The Kyoto University Museum, Kyoto University)

1) Yousuke Kaifu (National Museum of Nature and Science, Tokyo): Is 
Homo floresiensis an example of island dwarfism?

2) Masaharu Motokawa (The Kyoto University Museum, Kyoto 
University): Reconsideration of "Island rule" for small mammals with 
evaluation of the Japanese species

3) Satoshi Suzuki (Fukui City Museum of Natural History): Small carnivores as 
4) Chisato Terada, Takashi Saitoh (Field Science Center, Hokkaido 

University): "Island rule" and local adaptation: Effects of island size and 
landform on leg length of sika deer in southern islands of Japan

5) Yuzuru Hamada (Primate Research Institute, Kyoto University): 
Regional variation and “island rule” in Macaca fuscata

Synthetic comments
Seiki Takatsuki (Azabu University)

uÄ~�Ñ��Óß]�ÄÆÈÉ}�É]È�Õ]���Ó}�É]}�]ÉÒ}Õ}�É]ÑÈÑÑÈÒ�

Chair: Yushin Asari (Chodai Co., Ltd.)
1) Haruka Taniguchi (Kyoto University): Relation between seasonal change 

of diet and seasonal reproduction in Japanese macaques (Macaca fuscata)
2) Hitoho　Yatake (CERES, Inc.): Ecological habit of feeding and breeding 

of Japanese squirrels (Sciurus lis) by direct observation method
3) Tatsuki Shimamoto (The United Graduate School of Agricultural 

Sciences, Iwate University): Relationship between reproduction and 
diet in Siberian flying squirrels Pteromys volans

4) Yushin Asari (Chodai Co., Ltd.): Seasonal change of diet and breeding 
season in the Japanese giant flying squirrel
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Chair: Chinatsu Kozakai (Kanagawa Prefectual Museum of Natural History/ JSPS 
Research Fellow), Mami Kondo (Hokkaido Research Organization), Sachiko Nakamura 
(JSPS Research Fellow / University of Hyogo), Rumiko Nakashita (Forestry and 
Forest Products Research Institute), Isao Arimoto (Hakusan Nature Conservation 
Center), Tetsuji Ito (Wildlife Management Office Inc), Yusuke Goto (Tateyama 
Caldera Sabo Museum), Tsutomu Mano (Hokkaido Research Organization)

1) Chinatsu Kozakai (Kanagawa Prefectual Museum of Natural History, 
JSPS Research Fellow): Summary of questionnaire data: 2007 vs. 2012.

2) Mami Kondo (Hokkaido Research Organization): Various methods of 
population management.

3) Yusuke Goto (Tateyama Caldera Sabo Museum): What is the key of 
Human-bear conflict management ？

4) Sachiko Nakamura (University of Hyogo, JSPS Research Fellow): 
Conclusion and prospects for the next steps.

5) Comments and Discussions

vÓÈÓ�wÄ�wÓÇ�wÈÆÓ]ÑÈ�ÈÉ�Ñ��Ó]Ä�]ÅÄÅÔÒÈÓ}Ä�]àÄ�ÓÆÄÒ]Ä�]Þ}ÒÕ]�ÈÅÈ����]ÑÄ�Ý�Ê9
w]ÃÇÈÒÒ��É�]ÓÄ]���}à}��Ó]ÕÈÑÈÉ�]Æ�ÕÔàÓ}Ä�]w

Chair: Yoshiki Morimitsu(University of Hyogo Wildlife Management 
Research Center,Hyogo), Katuya Suzuki (University of Hyogo Wildlife 
Management Research Center,Hyogo)

1) Hironori Seino(Wildlife Management Office.Inc,): Population control in 
stable population in stable population -The case of selective，partial，
and complete capture of troop-

2) Yoshiki Morimitsu(University of Hyogo Wildlife Management Research 
Center,Hyogo): Population control of endangered local population. 
-Stabilization of local population and damage reduction-

3) Naoto Yamabata (Mie prefecture Agricultural Research Institute): 
Population control for efficiently agricultural damage prevention. -An 
examination about macapue's group population for efficiently chase off-

I�ÓÆÄÕÔàÓ}Ä�]ÓÄ]Ñ�ÓÇÄÕ�]}�]��ÇÈ~}ÄÆÈÒ]Ä���Æ~ÈÓ}Ä�]Ä�]Þ}ÒÕ]ÑÈÑÑÈÒ�>]��]}Ó]�9
�ÄÆ]ÊÄÔÆ]Ñ�ÓÇÄÕi

Chair: Eiji Inoue (Kyoto Univ.), Naofumi Nakagawa (Kyoto Univ.), Masato Minami
(Azabu Univ.)

Naofumi Nakagawa (Kyoto Univ.): Opening remark
1) Eiji Inoue (Kyoto Univ.): Methods in behavioral data collection
2) Noriko Tamura (Forestry & Forest Products Research Inst.): Practice 1: 
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Anti-predatory behavior in the Formosan squirrels
3) Akihiro Yamane (Kitakyushu Museum of Natural History & Human 

History): Practice 2: Male-male mounting in feral cats
4) Yukiko Shimooka (Teikyo Univ. of Science): Practice 3: Embracing 

during allo-grooming in the Japanese Macaques
5) Masato Minami (Azabu Univ.): Practice 4: Mating in Sika deer

ÃÄÑÅÈÆÈÓ}~�]È�ÈÓÄÑÊß]ÅÈ�Ó]ÅÆ����Ó]È�Õ]�ÔÓÔÆ�

Chair: Yuko Tajima (National Museum of Nature and Science), Tadasu K. 
Yamada (National Museum of Nature and Science)

1) Tadasu K. Yamada (National Museum of Nature and Science): 
Comparative anatomy, past present and future

2) Masahiro Koizumi (Tokyo Ariake University of Medical and Health 
Sciences): Comparative anatomy of the dorsal shoulder girdle muscles

3) Shin-ichi Sekiya (Niigata College of Nursing): Comparative anatomy of 
nerves of the hind limb

)Ä]È�}ÑÈÒ�]ÇÈ~�]ÆÄÄÑ]�ÄÆ]��à��]È�]���Õi>]ÃÄÑÅÈÆÈÓ}~�]�}ÄÒÄÉÊ]Ä�]àÄÅÆÄÅÇÈÉÊ

Chair: Tetsuo Morita (University of Miyazaki, Faculty of Agriculture)
1) Hirofumi Hirakawa (Forestry and Forest Products Research Institute): 

Coprophagy in Leporids
2) Ei Sakaguchi (Okayama University, Graduate School of Environmental 

and Life Science): Coprophagy in nutrias and guinea pigs
3) Hiroki Shichijo (Divisions of Bio-Resources, Department of 

Biotechnology, Frontier Science Research Center, University of 
Miyazaki): Coprophagy in hamsters

�Õ��Ó}�Ê}�É]ÈÓÓÆÈàÓ}~�]�}�Ý]ÇÈ�}ÓÈÓ]Ä�]�ÆÄÞ�]��ÈÆ]È�Õ] }Ó�]ÈÅÅÒ}àÈÓ}Ä�]�ÄÆ]
ÕÈÑÈÉ�]ÑÈ�ÈÉ�Ñ��Ó

Chair: Yoshikazu Sato (Rakuno Gakuen University), Mayura B Takada 
(Obihiro University of Agriculture and Veterinary Medicine)

1) Yoshikazu Sato (Rakuno Gakuen University): Conflicts will never stop 
whether control kills continue: an attractive sink hypothesis

2) Tetsuji Itoh (Wildlife Management Office): Movement of brown bears 
from the population core to the periphery

3) Kyoko Kobayashi (Tokyo University of Agriculture and Technology): 
Comparison of brown bear food habit between core and periphery in 
the distribution
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4) Mayura B Takada (Obihiro University of Agriculture and Veterinary 
Medicine): What are attractive resources for brown bears?

5) Waka Sonohara (College of Bioresource Sciences, Nihon University): 
Spatial distributions of bear presence and mortality data6) Hiromasa 
Igota (Rakuno Gakuen University) :  Perspective from game 
management: problems in deer carcasses and bear management

b�Ó:�]�Ô�Ñ}Ó]ÊÄÔÆ]Æ���ÈÆàÇ]ÓÄ]:uÈÑÑÈÒ]vÓÔÕÊ:;>]tÄÔ]àÄÔÒÕ]Õ�ÑÄ��ÓÆÈÓ�]
ÊÄÔÆ]Æ���ÈÆàÇ]}�]ÓÇ�]ÞÄÆÒÕ

Chair: Tatsuo Oshida (Laboratory of Wildlife Biology, Obihiro University of
Veterinary Medicine), Yayoi Kaneko (Carnivore Ecology and Conservation 
Research Group, Graduate School of Agriculture, Tokyo University of 
Agriculture and Technology), Masaharu Motokawa (The Kyoto University 
Museum, Kyoto University)

uÄ�}ÓÄÆ}�É]È�Õ]ÑÈ�ÈÉ�Ñ��Ó]Ä�]Þ}ÒÕ]ÑÈÑÑÈÒ�]È�Ó�Æ]ÓÇ�]�ÔàÒ�ÈÆ]Èàà}Õ��Ó]
in Fukushima

Host organization: Management Committee of the Mammalogical Society of Japan 
and Conservation and Animal Welfare Committee of Primate Society of Japan

1) Kouta Ootsuki (Fukushima monkey group): Condition of population, 
radioactivity in foods, and issues of conservation and management of 
Japanese monkey in Fukushima Prefecture. 

2) Shin-ichi Hayama (Nippon Veterinary and Life Science University): 
Exposure situation of radiocesium and health effects in wild monkeys 
in Fukushima. 

3) Jun Nakatani (National Agriculture and Food Research Organization), 
Shin-ichi Horino (Tohoku, Forestry and Forest Products Research 
Institute): Current status of large game management and its influences 
on human activities.

4) Fumiharu Konno (Shin Fukushima Agricultural Cooperative Society): 
Exposure issues of wildlife and actual condition and task of pest 
management. 

5) Fumio Yamada (Forestry and Forest Products Research Institute), 
Toru Oi (Forestry and Forest Products Research Institute), Yuji 
Takenoshita (Chubu Gakuin University), Shoji Kawamura (University 
of Tokyo): General discussion: Management and research work from 
now on.  

Principal organizers: Fumio Yamada (Forestry and Forest Products Research 
Institute), Toru Oi (Forestry and Forest Products Research Institute/Graduate 
School of Agriculture and Life Science, University of Tokyo), Jun Nakatani 
(National Agriculture and Food Research Organization), Yuji Takenoshita 
(Chubu Gakuin University), Shoji Kawamura (University of Tokyo)
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The nerve bundle via the median nerve innervating the intrinsic muscles of the hand in a gorilla 

(@3&6+!(8,%,"%,5(%.((-%4*+8/5%"I%,5(%3!8+*%8(*6(%&8%,5(%531+8E%F"1-+*&#"8%;&,5%,5(%=+*,&8CZ*34(*%

anastomosis in the human

　　9+&,"%J$%T+1+.+%L$%Y+;+.+%9$%L+G&1+%T
o50!")(80%"I%I"*(+*1%2(D"*%13#/!(#%&8%1+11+!#

　　Yamada T K
Positional relation between the superior gluteal artery and the sacral plexus in Macaca fuscata

　　Anetai H, Tokita K, Kojima R
o!(D3#%9+/*+!&#%"I%Macaca fuscata

　　Tokita K, Anetai H
Discussion for the nerve distribution of the M. cutaneus trunci in a comparative anatomy

　　=&."*&<+;+%9$%L"<&,+%Y$%Y"G&1+%N$%Y+)(0+1+%:$%B&?+;+%T$%Y31+<&%Y
Evolutionary factors from the point of view of tooth morphogenesis

　　Kozawa Y
A study of canine in the Hylobates lar with reference to sexual dimorphism

　　T+1+.+%J$%95&1&?3%W$%J+1+.+%T

B)(CN(!+,(.%F5+8)(#%"I%,5(%9<3!!%&8%\+-+8(#(%1+/+@3(#%Macaca fuscata

　　Minh N V, Mouri T, Hamada Y
Relationship between bone mineral density, osteoarthritis, and bone  turnover markers  in aged 

cynomolgus macaques (Macaca fascicularis)

　　o"1/5",(%o$%J+1+.+%T$%=+!+&6&G&,8"8.%9$%Y&,+8+%>$%\+*"(8-"*8%9
Geographic variation of nasal cavity shape in macaques

　　Ito T, Nishimura T, Takai M
How different the antlers of a poornutritional population of the sika deer?

　　A583<&%9$%L+<+,#3<&%9$%=&8+1&%=
Gait cycle in human infant crawling

　　Yozu A, Ogata N, Kameyama K, Nakahara Y, Tojima M, Zhang Y, Haga N
B%/"1-+*&#"8%"I% ,5(%#5+-(%"I% ,5(%I(13*%4(,;((8%,5(%531+8%+8.%/5&1-+8?((E%V#,&1+,&"8%"I% ,5(%

muscle force using a mathematical model of mechanically optimized shape determination.

　　Inamochi H, Hirasaki E, Hamada Y
Aquatic adaptation of the olfactory bulb and orbital size in Carnivora

　　Y+;+4(%9$%Y"4+0+#5&%9$%V8."%J
Comparative forelimb locomotion during swimming in Otaridae

　　Y"4+0+#5&%9$%=&,+8&%T$%J"*&1","%L$%V8."%J
The morphologic studies of mammalian scapula

　　U+.+%>$%L+8&%W$%>+<+13*+%J$%A5)&%\$%>&#5&13*+%L$%b3G&,+%9
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B2-1

The metric evaluation of  the large hominoid tooth fossils from the Pleistocene primate fauna in 

southern China

　　Kono R, Zhang Y, Jin C, Takai M
Relationship of external and cranial measurements with latitude in Apodemus draco, A. latronum 
and A. peninsulae

　　Kaneko Y
The transition of the Pleistocene primate fauna in southern China

　　Takai M, Kono R, Jin C, Zhang Y
J";%3*#&.C1"!+*#% 5+.% (6"!6(.E% &86(#,&)+,&"8% "I% .(6(!"-1(8,+!% "*&)&8% "I% ,+D"8C#-(/&I&/%

morphological trait

　　B#+5+*+%=$%9+&,"%Y$%Y&#5&.+%L$%L+<+5+#5&%Y$%H(##5"%Y
Development of mitochondrial DNA haplogrouping method and phylogeography of brown bears in 

Eurasia

　　Hirata D, Abramov A, Baryshnikov G, Masuda R

Tapping behavior change during bidirectional auditory exchange in chimpanzees (Pan troglodytes)

　　Yu L, Tomonaga M
Numerical sequential learning from 1 to 19 in chimpanzees

　　Muramatsu A, Matsuzawa T
9-"8,+8("3#%#08/5*"8&?(.%,+--&8)%,"%+8%+3.&,"*0%*50,51%&8%+%/5&1-+8?((

　　Hattori Y, Tomonaga M, Matsuzawa T
Grooming as measurement of friendship and bonding in captive all male and

heterosexual groups of chimpanzees

　　9(*(#%=$%="*&13*+%>
9-"8,+8("3#%/""*.&8+,&"8%40%/5&1-+8?((#%&8%+%#5+*(.%#(@3(8/&8)%,+#<

　　Martin C F, Biro D, Matsuzawa T
A*+8)3,+8#%+*(%8",%1",&6+,(.%,"%4(8(7,%",5(*#%&8%+%/5"&/(%-+*+.&)1

　　Kim Y, Choe J C, Lee DJ, Tomonaga M
The perception of chasing in squirrel monkeys

　　Atsumi T, Nagasaka Y

Early introduction of a handreared western gorilla to the biological parents at Kyoto City Zoo.

　　Nagao M, Kamanaru H, Tanaka M
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VI7/&(8/0%&1-*"6(1(8,%40%,5(%B:%Z+,(%&8%,*+--&8)%#&<+%.((*%+8.%;&!.%4"*(#

　　9+<+,+%J$%B4(%Z$%X(.+%Z
="8&,"*&8)%"I%#&<+%.((*%5(*.%+,%N3#+CB&."1+*&%+*(+%&8%95&*(,"<"%o(8&8#3!+$%J"<<+&."'

　　:#5&8+?+<+%L$%L+?+;+%=$%95&*+0+8+)&%=$%>"#(%B$%L"#5&1+%>$%Y+#+&%9$%T+1+8+<+%=$%
　　L(*+3/5&%9$%=+#3.+%T
Drawing up of the next sika deer management plan in the Nishiokoppe game management area

　　Igota H, Matsuura Y, Igota J
Capturing sika deer (Cervus nippon) using cable restrain traps and sniping by ambush or stalking in 
the forest

　　A5+#5&%=$%Y"&?31&%L$%B*+<&%N$%9+<+1","%Y$%J+0+<+;+%:$% :;+?+<&%J$%A54+%L$%A5,+<(%=$%
　　T+1+.+%9$%:,"%B
F"8/(8,*+,&"8#%"I%mCAJ.Z%&8%3*&8(%"I%,5(%!+*)(%\+-+8(#(%7(!.%1"3#($%B-".(13#%#-(/&"#3#$%+I,(*%

the Fukushima nuclear accident

　　L"1"?+;+%=$%9+<+1","%9$%9+,"%\$%T+1+.+%b$%Y"&?31&%L
Change of radiocesium concentrations of small mammals  in  the first and second year after  the 

Fukushima nuclear accident

　　T+1+.+%b$%L"1"#+;+%=$%>+<+#5&,+%N$%95&1+.+%L$%Y+;+.+%9C:$%Y&<3/5&%HC:$%Y"&?31&%L
B//313!+,&"8%+8.%/"8/(8,*+,(.%(D/*(,&"8%-*"/(##%"I%*+.&"+/,&6(%/(#&31%&8#&.(%"I%9&<+%.((*%&8%!";%

dose region  

　　Koganezawa M, Tamura Y, Fukui E

9(+#"8+!%/5+8)(%"I%5+4&,+,%3#(%8(+*%+8,5*"-")(8&/%4+**&(*#%40%!"8)C.&#,+8/(%1&)*+,"*0%38)3!+,(#%&8%

Mongolia

　　:,"%L$%S5+)6+#3*(8%H$%L#38(<+;+%B$%95&8".+%=$%L+<+,#3<&%9$%H336(&4++,+*%H$%F5&1(.."*G%H
B%7(!.C(D-(*&1(8,+!%+--*"+/5%,"%-*&1+,(C-+*+#&,(%&8,(*+/,&"8#E%7!!&8)%&8%,5(%<8";!(.)(C)+-#

　　=+/&8,"#5%B$%9+*+4&+8%F$%L5"1+#%V$%93?313*+%L$%Y+8(<"%B$%L+<(#5&,+%N$%="3*&%Y$%:,"5%=$%
　　95&1&?3%Y$%A<+1","%=
Distribution and vicissitude of Gibbons in China during the last 500 years

　　Zhang P
B%5+*#5%#311(*%I"*%4*";8%4(+*#%&8%95&*(,"<"%o(8&8#3!+%&8%dc`d

　　95&1"?3*3%=$%="*&;+<&%\$%T+1+8+<+%=$%>+<+8&#5&%=$%:#5&8+?+<+%L$%Y+#+&%9$%95&*+0+8+)&%=$%
　　Nose T, Masuda Y, Tsubota T
Estimating population size of Asiatic black bear Ursus thibetanus using hairtrapping method in 
southern kitakami mountains, Iwate

　　T+1+3/5&%Y$%Y3*+<+<(%9$%b3<+#+;+%Y$%="*"#+;+%L$%T"8(.+%=
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C2-1

C2-2

C2-3

C2-4

C2-5

C2-6

Genetic characteristics and mode of dispersal of Myocastor coypus in Okayama Pref. inferred from 
mtDNA

　　Y+;+13*+%Y$%Y+,"%=$%Y+#5&,+8&%B$%Y+,"3%9$%Y"4+0+#5&%9
New record of the Japanese longeared bat, Plecotus sacrimontis from Kyushu 

　　b38+<"#5&%Y$%Y+;+&%Y$%J+*+.+%=+$%B*+&%9$%U+,+8+4(%J
Reconsideration for the divergence of Pan paniscus from other Pan populations formulation of the 
Congo River forming process

　　Takemoto H, Kawamoto Y, Furuichi T
Phylogeography of northern pigtailed macaques (Macaca leonina)

　　L+8+<+%J$%Y+;+1","%T$%=+!+&6&G&,8"8.%9$%o"1/5",(%o$%>)30(8%a%=$%J+#+8%Y$%b((*"?%=%=$%
　　Hamada Y
A molecular phylogenetic view on Myanmar murine rodents

　　93?3<&%J$%9+;%H$%Y+,+<3*+%Y
B*(%9"3,5C(+#,%B#&+8%*5(#3#%1+/+@3(#%PMacaca mulatta) hybrids ? 

　　J+1+.+%T$%="*&1&,#3%T$%b"8)%9$%9+8%B%=$%Z0&%=%=$%Y+;+1","%T$%=+!+&6&G&,8"8.%9

Enhanced discrimination of fruit color from leaves in ateline New World monkeys by evolutionary 

renovation of L/M opsin polymorphism

　　Y+;+13*+%9$%=+,#31","%T$%J&*+1+,#3%F$%=+,#3#5&,+%T$%A?+;+%>$%B#5&8"%N$%>+<+,+%=，
　　Y+#+)&%9$%W&%b&"*(%B$%9/5+II8(*%F%=$%B3*(!&%b$%B1+8.+%W
Variation of  trichromacy in howler monkeys as an evidence against directional evolution model 

toward uniform and normal trichromacy in primates

　　=+,#3#5&,+%T$%A",+%J$%U(!<(*%H$%o+6(!<+%=$%Y+;+13*+%9
Geographical  divergence  and  ecological  adaptation of  bitter  taste  receptor  genes  in wild 

chimpanzees

　　Hayakawa T, Inoue E, Koops K, Ohigashi H, Matsuzawa T, Imai H
How have leaf eating monkeys (colobines) evolved their bitter taste receptors?

　　93?3<&CJ+#5&."%>$%L#3G&%T$%J+0+<+;+%L$%>&!+%9$%B*31%U%Y$%T&8%S$%o+8%U$%93*0"4*","@%H$%
　　Imai H
Rapid replacement of centromeric repetitive DNA by a derivative sequence in the owl monkey

　　Y")+%B$%o*+<5"8)/5((-%A$%9*&<3!8+,5%Y$%J&*+&%T$%J&*+&%J
Formation processes of heterochromatin blocks constituting short arms of acrocentric chromosomes 

of the owl monkey

　　Hirai H, Prakhongcheep O, Chaiprasertsri N, Hirai Y, Koga A
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Evolution of the ProtoY chromosome, neoX and neoY in Tokudaia muenniniki

LLMurata C, Kuroki Y, Imoto I, Yamada F, Jogahara T, Nakata K, Kuroiwa A

Mitochondrial and microsatellite diversity of grasscutter (Thryonomys swinderianus) in Ghana

LLAdenyo C, Hayano A, Kayang B B, Owusu E H, Inoue E, InoueMurayama M

Multimodal ovulatory signaling in olive baboons (Papio anubis)

LLRigaill L, Garcia C, Higham J, Lee P C

Reproductive costs in female olive baboons (Papio anubis) 

LLGarcia C

Touch with trunk tip behavior between captive female Asian elephants

LLYasui S, Idani GI

Behavioral characteristic of wild Boar from the GPS collar tracking at Sendai city

LLUno T, Seki K, Suzuki A, Ota K, Sato T, Seto H

Two cases of deadinfant carrying behavior and cannibalism in captive Japanese macaque Macaca 

fuscata fuscata

LLHashimoto N, Claire F I W, Natsume T, Okamoto M, Tetsuro M

Relationship between land use and intrusion into residential area in Asiatic black bear

LLTamatani H, Tanaka J, Oshima G, Yamamoto T, Katou Y, Konose A, Koyama M

Activity components to  behavioral sequence: foraging behavior of northern fur seal females using 

acceleration data logger

LLMitani Y, Burkanov V, Andrews R

!"#$%&'&()*(*#+,)-&('"./0"+'"1(20""'"1(304#5')-()*(!&'#"(3$#+6(30#-&

LLYamamoto T, Komiya M, Tamamani H, Tanaka J, Osimma G, Koyama M

Smallvertebrate and insecteating of Colombian woolly monkeys (Lagothrix lagotricha lugens) at 

Macarena, Colombia

　　Akisato NISHIMURA

Development of usage of and response to contact calls communicating benign intent in Japanese 

macaques

LLKatsu N, Yamada K, Nakamichi M

Use of Natural Mineral Licks by Orangutans

LLMatsubayashi H, Kobayashi N, Peter L, Abdul H

The role of grooming on huddles in Japanese macaques at Katsuyama

LLUeno M, Yamada K, Nakamichi M

7#-'#,')"&()"(,40(&)/"2(&)/-+0($050$()*('"2'5'2/#$8'20",'902(:"2)8;#+'9+(3),,$0")&0(2)$<4'"&

LLMorisaka T, Sakai M, Kogi K, Shinke T
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7 September (Sat.) 9:00( 10:45)Room: 22115
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D15

D16

D17

7 September (Sat.) 13:00( 15:30)Room: 22115
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D22

D23

D24
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D25

D26

D27

D28

D29

D210

8 September (Sun.) 8:45( 10:15)Room: 22115

D31

D32

D33

D34

D35

D36

7 September (Sat.) 9:00( 10:45)Room: 22124

E11

E12

=40('"./0"+0()*(&")>(+)50-(,)(>'$2(3)#-('"(?''1#,#(;-0*0+,/-0@

LLShimizu S, Mochizuki S, Iyobe T, Yamamoto M

Analysing trapped animal behavior using automatically triggerd cameras

LLIshikawa K, Takatsuka T, Katai Y, Ohashi M, Yamada S, Ito A, Oba T

Characteristics of  singing behavior  in  a  femae hybrid gibbon  (Hylobates  lar  x   Nomascus 

leucogenys)

LLUchikoshi M, Takimoto K, Domae H, Matsumura H, Mima H

Elucidation of behavioral characteristics of sika deer in the southern part Southern Alps using GPS 

collar. 

LLOhba T, Ohashi M, Ohtake M, Yamada S, Katai Y, Ishikawa K, Ito A

A)#,8+)$)-(#"2(304#5')-#$(2'**0-0"+0&(#B)"1(<)</$#,')"&('"(A#$$)&+'/-/&(9"$#%&)"''

LLTamura N, Boonkhaw P, Kanchanasaka B

Male Bimaturism and Reproductive Success in Semiwild Bornean Orangutans

LLTajima T

Cheetahs run not so fast: hunting behavior of cheetahs in Harnas Wildlife sanctuary, Namibia

LLWatanabe S,de Villiers J, van der Merwe J, Sato K

Vocalization and behaviour of kids goat to mother goat of summer pasture in Mongolia

LLNaekawa H

Effect of “following  the  troop” on patch  residence  time  in a groupliving primate,  Japanese 

macaques

LLKazahari N

Subsequent observation of Ten Ussurian  tubenosed bats  searched  and  found on  lingering 

snowpacks in spring, 2013

LLHirakawa H, Nagasaka Y

The relationship between behavior and personality ratings  in female Japanese macaques of  the 

Arashiyama E troop

LLKatayama K, Yamada K, Nakamichi M

;-02#,)-(-0+)1"',')"&('"(#(1$'2'"1(B#BB#$C(#(+#&0()*(,40(D'30-'#"(.%'"1(&E/'--0$

LLSuzuki K, Sagawa M, Yasuda T, Shimamoto T, Furukawa R, Yanagawa H

Parallel dispersal and its effect on the kin composition of groups in a gregarious primate (Cebus 

capucinus)

LLWikberg E C, Campos F A, Sato A, Bergstrom M L, Hiwatashi T, Jack K M, Fedigan L M, 

LLKawamura S

Spatial ecology of perceived predation risk in whitefaced capuchins, Cebus capucinus

LLCampos F A, Fedigan L M

]]v�ÅÓ�Ñ��Æ]ÝvÈÓ9ß]_>HL? 8i>>ieÜÄÄÑ>]<<8<H
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Responses of  wild Blackcapuchins(Cebus apella)to dead infant 

LLSato S

Estimation of genetic relatedness in the lesser Japanese mole Mogera imaizumii

LLSatoh S, Murata C, Yoshida K, Tamate H

Leaf Selection by Two Bornean Colobine Monkeys in Relation to Plant Chemistry and Abundance

LLMatsuda I, Tuuga A, Bernard H, Sugau J, Hanya G

Comparison in nutritional status and amount of provisioned foods fed between populations in free

ranging Japanese macaques: Takasakiyama and Koshima populations

LLKurita H, Suzumura T, Kanchi F

Feeding ecology of palm civets who chose to be frugivorous carnivorans

LLNakabayashi M, Hamid A A, Kohshima S

Seed dispersal distance by the brown lemur in a Malagasy tropical dry forest

LLSato H

Energy Intake and Consumption of Provisioned Japanese Macaques at Takasakiyama

LLSugiyama Y

Den use badger, fox, raccoon dog of three carnivores

LLTanaka H, Ota Y, Hosoi E

Intertroop relationships and social  interactions during troopencoutersof stumptailed macaques 

(Macaca arctoides) in Khao Krapuk Khao Taomo NonHunting Area, Petchaburi, Thailand.

LLTamaki M, Warayut N, Hamada Y, Suchinda M

Nests and nest sites of Glirulus japonicus

LLMinato S, Aiba H, Iwabuchi M, Minato C, Koyama Y, Wakabayashi C
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LLRyu H, Hill D A, Furuichi T

Female reproductive competition in ringtailed lemur (Lemur catta)

LLIchino S, Fichtel C, Soma T, Miyamoto N, Sato H, Chatani K, Koyama N, Takahata Y, 

LLKappeler P

Female sika deer home range size change by climate  determinant in full year and intraseasonal 

LLMurai T, Hino T, Yoshida T, Yoshihisa Y, Tachiki Y, Akamatsu R

Intergroup  transfer of  females and  intergroup encounter  in bonobo (Pan paniscus) societies at 

Wamba

LLSakamaki T, Mulavwa M, Ryu H, Takemoto H, Tokuyama N, Yamamoto S, Yangozene K, 

LLFuruichi T

A comparison between a use of a GPS collar and direct observations to estimate home ranges of an 

Assamese monkey (Macaca assamensis) group in Bhutan

LLOi T, Kawamoto Y, Chijiiwa A, Tshewang N, Kinley R, Pema P
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LLNakamoto A, Kinjo K, Izawa M

Densities and Sympatry of Gorillas and Chimpanzees in the African Tropical Forests

LLSuzuki S

Male genetic structure in eastern lowland gorillas

LLInoue E, Basabose A K, Kamungu S, Murhabale C, InoueMurayama M, Yamagiwa J

Seasonal variations in the community structure of frugivores in fruiting Ficus superba

LLHamada A, Hanya G
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LLOtani Y, Sawada A, Hanya G

3dimentional habitat use of sperm whales in the Nemuro Strait, Hokkaido

LLAmano M, Aoki K, Kourogi A, Minamikawa S, Sato K
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LLOgawa N, Yoshida H, Kato H

Abundance estimation of finless porpoises from aerial sighting survey (2) Sendai Bay~Tokyo 

Bay,Ise Bay,Mikawa Bay,the Inland Sea

LLOgawa N, Yoshida H, Akagi F, Katsumata H, Sakai T, Hasegawa S, Furuta M, Hattori K, 

LLKato H
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LLYoshida H, Ogawa N, Wada M, Tatsukawa T, Nakamura K, Nagatani H, Minamikawa S, 

LLMiyashita T, Kato H

Distribution of mediumtolarge mammals on Mt. Sobo revealed by camera trapping study

LLYasuda M, Yayota C, Kurihara T

Development of terrestrialborne video system for wild Japanese monkey

LLMorimitsu Y

Examination of the research of the Japanese black bear using  animalborne video system

LLMorimitsu Y

The actual condition and its capture effect of the racoon control activities by residents

LLYokoyama M, Abe G, Saita E, Nishimaki M
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Research on Training Method of RaccoonDetection Dog, and Utilization

LLNakai M, Yamashita K, Fukue Y, Ikeda T

The track of monkey dog when the dog attacked wild Japanese macaques troop

LLYoshida Y, Hayashi S, Nakamura D, Kitahara M

Key habitat selection relevant to humanwildlife interaction; The case of Asiatic black bears

LLTakahata C, Nielsen S E , Takii A, Izumiyama S

Behaviors of Park Rangers and Their Effects on Tibetan Macaques (Macaca  thibetana) at Mt. 

Huangshan, China

LLUsui R, Sheeran L K, Sun L, Li JH, Wang X, Pritchard A J, DuVallLash A S, Wagner R S

Effects of short and long term isolations on genetic diversity of  Apodemus speciosus

LLSato J, Tasaka Y, Takada Y, Uematsu Y, Sakai E, Tateishi T, Yamaguchi Y
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LLSaito H, Hashimoto H, Hino T

Habitat factors of an endangered species, Echigo mole (Mogera etigoT('"(<#22%(90$2&

LLOhno H, Moribe J, Yokohata Y

Range expansion of hybridization with rhesus macaques in the habitats of Japanese macaques in 

Chiba Prefecture

LLKawamoto Y, Kawamoto S, Higuchi S, Shirai K, Naoi Y, Hagihara K, Shiratori D, Ohara O, 

LLMaruhashi T, Hayama SI, Ochiai K, Kusakari H, Asada M

Present state of Hybrid population between Taiwanese and Japanese macaque in Wakayama

LLShirai K, Takano A, Torii H, Hagihara K, Seino H, Okano M, Murase H, Murase R, Nigi H, 

LLKawamoto Y, Nakagawa N

A trial of culling sika deer at a popular spa in Lakeside Shikotsu

LLTakahashi H, Matsuura Y, Murai T, Ikeda T, Azumaya M, Hino T, Yoshida T

F**0+,()*(200-8<-))*(*0"+0&()"(,40(#5)'2#"+0()*(3#-68&,-'<<'"1(#"2(,40(-0&,)-#,')"()*(.))-(5010,#,')"(

in the deciduous broadleaved forest on Mt. Sanbongui

LLOkumura H, Okuda S, Sakai A
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LLYayota C, Enoki T, Koizumi T

An estimation of effectiveness for culling Hokkaido sika deer(Cervus nippon yesoensis)by using 

-'.0&('"(,40(,>'$'14,

LLShinagawa C, Kamei T, Nakamura D, Kondo S, Hata H, Miyatsu T, Kuribayashi M, Asano M, 

LLSuzuki M

Behavior of female sika deer to frightened stimulation

LLYabe T

Behavior responses of sika deer to attractive cue

LLKoizumi T, Ohhashi M, Araki R, Sakamoto K, Hayakawa I, Iwasaki H, Yayota C
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The change on pelvis forms of phoca largha with the sex and growth

　　Kajimura, M, Otsuka, K, Kobayashi, M
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　　Yoshizumi, K, Ishibashi, T, Tatsukawa, T, Yamada, T, Kurihara, N, Wada, N
Ecomorphological variation of raccoon dogs, Nyctereutes procyonoides in East Asia

　　Y&1$%9C:$%A#5&.+$%L$%L+<+.+$%=$%Y$%\$%=&8$%=C9$%S(($%J
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　　Goto, Y, Natsume, M, Wada, A, Hoshino, N, Mitsuhashi, M, Ishinazaka, T, Hattori, K, Isono, T, 
　　Yamamura, O
Possesion of cotylar  fossa  in  some placental mammals and  its mechanical and phylogenetic 

#&)8&7/+8/(#

　　Egi, N
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　　L+<+.+$%T$%X(1+,#3$%T$%9+<+&$%V$%L+,(&#5&$%L
Metapodial Morphology and Grasping Capability in Primates

　　Takano, T
Masseter muscle structure in greater Egyptian Jerboas and comparison with muroid rodents

　　9+,"5$%Y$%T+8"$%U$%U+,+8+4($%N$%Y")+0+$%T$%VG&*&$%9
Immunohistochemical studies on  the cytoskeleton of  testes  in  the Hokkaido sika deer Cervus 

nippon yesoensis

　　=&0"#5&$%N$%9+#+<&$%=$%J+0+<+;+$%W$%93?3<&$%=$%:)",+$%J$%Y+G&$%Y$%Y&,+13*+$%>
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　　Y"0+#3$%Y$%Y"4+0+#5&$%9$%9"8($%Y$%T+1+#5&,+$%Y$%A.+$%9C&
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　　Wakamori, H, Hamada, Y
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　　Kojima, R
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　　Koyabu, D
Evolution of discrepancy of tooth morphology between upper and lower jaws

　　Kozawa, Y
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　　Nishioka, Y, Takai, M,  Chavalit, V, Rattanaphorn, H, Pratueng, J
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nonhuman catarrhines
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　　Tomonaga, M, Matzuzawa, T, Matsuzawa, T
Changes of tooth wear and body size after population crash of sika deer

　　Ishizaki, M, Takeshita, K, Yoshida, T, Igota, H, Takahashi, H, Ikeda, T, Mitsuya, R, Kubo, M, 
　　Kaji, K
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Dental anomalies in the feral raccoon (Procyon lotor) from Nagoya city

　　9"8($%Y$%Y"0+#3$%Y$%A.+$%9
A study of bacula and glans penis in Japanese Apodemus species

　　Yato, T, Motokawa, M
Laterality in the vertical climbing of chimpanzees

　　Nakano, Y
Variation of the talar and calnanei sizes and morphology in juvenile Japanese macaque (Macaca 
fuscata)

　　Tsubamoto, T, Natori, M
Humanstyle bipedalism observed in Douc langur and its evolutionary implications

　　Fujino, K
Evolutional tendency of upper molar in Platyrrhini

　　Hori, T
Is it common deformation in dwarfed skulls of Japanese macaque inhabiting different islands?

　　T+8"$%U$%>&#5&13*+$%L$%Y+;+4($%9$%V)&$%>$%L+<+8"$%L$%A)&5+*+$%>$%Y")+0+$%T$%9+,"5$%Y$%
　　U+,+8+4($%N$%VG&*&$%9
Molecular phylogeny of baleen whales based on nuclear DNA.
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Molecular phylogenetic of Japanese Otter based on mitochondrial DNA
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collected during focal animal follows of Yaku monkeys
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cat, Prionailurus bengalensis euptilurus, on Tsushima Islands, Japan

　　A5%WCJ$%>+<+8&#5&%>$%=",(<&%9$%:?+;+%=
Reproduction of female sika deer in Miyajima Island with limited food resource.

　　Ihara, Y, Yunoki, K, Matsumoto, A, Hosoi, E
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in Timelaps cameras.

　　Isono, T, Yoneda, Y, Wada, A, Hattori, K, Yamamura, O
Relations with  the  feeding biology of Kuril harbor  seals and  the  regional  fishery at  eastern 

Hokkaido.

　　J+8(.+$%L$%95&,+1&,/5$%T$%Y"4+0+#5&$%=
Feces counts for population estimate of red fox

　　Uraguchi, K
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　　Kagaya, Y
Comparison of  food habits of Raccoon  in  relation  to environmental of habitat  in Yamanashi 

Prefecture.

　　Kako, A, Mori, Y
Feeding habits of the red fox in central Bulgaria

　　Tsunoda, H, Raichev, E, Masuda, R, Kaneko, Y
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mole damage management
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Park, Morioka, Iwate

　　Kikuchi, A, Deguchi, Y, Nishi, C, Harashina, K
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volans orii) in mountainous natural forest in Hokkaido, Japan
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　　Matsui, M, Iguchi, K, Oshida, T
Food habits of sika deer invading the alpine zone of central Japan a case study of Mt.Yatsugatake 

+8.%,5(%9"3,5%B!-#C

　　Y+)+1&3/5&$%T$%L+<+,#3<&$%9
Middle and largesized mammal fauna of Danum Valley, Malaysia, detected by camera traps and 

:823(8/(%40%=+#,%b*3&,&8)
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Comparison of  feeding behavior between  twodifferent sized groups of Japanese macaques  in 

Yakushima

　　Kurihara, Y
S+8.%3#(%+8.%#(+#"8+!%1&)*+,&"8%"I%.((*%,5+,%!&6(%&8%9+--"*"%8(+*%,5(%/&,0'

　　Koga, A, Honma, Y, Igota, H, Yoshida, T, Akasaka, T, Kaneko, M, Matuura, Y
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　　V8+*&$%J$%V8+*&C9+<+1+<&$%J
Is there competition between Pteromys volans orii and Apodemus argenteus for nest resource (nest 
box) in mountainous natural forest in Hokkaido, Japan?

　　9+,"$%W$%L+<(&/5&$%T$%L+/5&4+8+$%>$%X(.+$%J$%J+0+#5&$%B$%93?3<&$%B$%Y+,"$%B$%A5<+;+$%B$%
　　Matsui, M, Oshida, T
Infested situation of mediumsized and large mammals in Kochi Prefecture mountainous region

　　T+1+1","$%9$%B#5&.+$%V$%T+/5&1"*&$%9$%Y+8(#5&*"$%T
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Can every Macaca fuscata be the pollination partner of Mucuna macrocarpa (Leguminosae) ?

　　Y"4+0+#5&$%9$%W(8.+$%L$%=+#5&4+$%9$%:;+1","$%L$%:?+;+$%=
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　　Matsubara, M
Ecology of Longtailed porcupine (Trichys fasciculateK% &8%L*"-&/+!%N+&8I"*(#,%"I%H"*8("E%43**";%
use and behavior in the nighttime

　　Matsukawa, A
9,"1+/5%/"8,(8,#%"I%-0)10%#-(*1%;5+!(%Kogia breviceps stranded in Hokkaido

　　=+,#3.+$%B$%=+,#3&#5&$%L$%L+G&1+$%T$%9+#+<&$%=
W&II(*(8/(%4(,;((8%#(D%&8%)*";,5%+8.%1"*,+!&,0%"I%0"38)%9&<+%.((*%"8%=&0+G&1+%:#!+8.

　　Matsumoto, A, Ihara, Y, Yunoki, K, Hosoi, E
Food composition and activity pattern of Japanese badgers (Meles anakuma)  in an urban area of 
Tokyo

　　Y+1&,"$%L$%Y"4+0+#5&$%9$%Y"4+0+#5&$%9$%Y+;+#5&1+$%=$%Y+8(<"$%T
Preliminary survey on animal density using camera traps in low land of Yakushima Island, Japan

　　93)&3*+$%J
b(+,3*(#%+8.%+)(%"I%;&!.%4"+*%,5+,%4((8%/+-,3*(.%&8%:&8+8%,";8$%95&1+8(

　　93)+8"$%T$%L+<(#5&,+$%T$%Y+8+1"*&$%J$%9+;+.+$%9
B!!&+8/(%I"*1+,&"8%&8%,5(%%!+*)(%)*"3-#%"I%:8."Co+/&7/%4",,!(8"#(%."!-5&8

　　>&#5&,+$%=$%95&*+<&5+*+$%=$%B1+8"$%=
Feeding habit of red foxes (Vulpes vulpes) and environmental factors to determine their defecation 
locations in agricultural area of Tokachi, Hokkaido, Japan

　　Ishida, A
A continuous observation of raccoon Procyon lotor traces in shrines and temples of Okayama city 

　　Y+;+)"($%=$%Y"4+0+#5&$%9$%Y+8(.+$%=
9"/&+!%8(,;"*<%+8+!0#&#%"I%&11&)*+,&"8%-*"/(##%&8%;&!.%1+!(%\+-+8(#(%1+/+@3(#

　　Kawazoe, T
The Evaluation of Mammal Fauna at Green Belt  in Aichi Refinery of Idemitsu Kosan Co.,Ltd., 

Aichi Prefecture, Japan

　　Kawamoto, H
Characteristic of haulout behaviour of harbour seals at Daikoku island, Akkeshi, Hokkaido

　　Murai, K, Katakai, K, Tamura, Z, Kobayashi, M
The diet of an endemic subspecies of Japanese marten  in  relation  to  the  fruiting dynamics on 

Tsushima Islands

　　Okawara, Y, Nakanishi, N, Izawa, M
Tool use behaviors in wild chimpanzees at Kpala, Liberia

　　Ohashi, G
The seasonal changes in use of riparian forest by sika deer and red fox in the Tokachi, Hokkaido

　　Okuma, I, Yoshimatsu, D, Takada, M, Yanagawa, H
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Daytime Activities of Nyctalus aviator%&8%9+&,+1+

　　A#+;+$%Y$%9+,"$%B$%A#+;+$%T$%Y+,#3,+$%9
V/5"!"/+,&"8%/+!!#%"I%8&8(%4+,%#-(/&(#%&8%95&<"<3%W&#,*&/,'
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Yakushima Island

　　Tanniguchi, H
The status of utilization of artificial caves by  the Eastern Bentwinged Bat around  the Kochi 

95&1+8,"%N&6(*

　　T+/5&1"*&$%9$%L+8&"<+$%J$%=&8"$%B$%Y+8+)+;+$%J
9,+4!(%/+*4"8%+8.%8&,*")(8% &#","-&/%I*+/,&"8+,&"8%4(,;((8%.&(,%+8.% ,&##3(#%"I%/+-,&6(%\+-+8(#(%

monkeys

　　>+<+#5&,+$%N$%J+1+.+$%T$%J&*+#+<&$%V$%93?3<&$%\$%A&$%L
B--!&/+,&"8%"I%Zo9%,(!(1(,*0%I"*%,5(%I"*(#,%.;(!!&8)%#1+!!%I(!&.#

　　Nakanishi, N, Izawa, M, Hamada, T
The breeding history and the genetic diversity of spotted seals (Phoca largha) in captivity

　　>+<+)+;+$%T$%:&8"$%T$%9+&,"5$%9$%Y"4+0+#5&$%=$%L+1+,($%J
Food resources of Asiatic Black bears in autumn  ～ 9;&.+%1+/*"-50!!+～
　　Nakamura, T
Annual changes  in home range of male sika deer Cervus nippon  in mating season on Kinkazan 
Island

　　Nakamura, K, Onishi, N, Higuchi, N, Minami, M
B*(%6"!(%/0/!(#%.+1-(8&8)rE%-"-3!+,&"8#%#5";&8)%23/,3+,&"8%"I%+,,(83+,&"8%+8.%"I%+1-!&7/+,&"8%

cooccur in Myodes rufocanus bedfordiae

　　Nakata, K, Akashi, N
:823(8/(%"I%5+4&,+,%5(,(*")(8(&,0%"8%#-(/&(#%/"1-"#&,&"8%+8.%+438.+8/(%&8%,5(%BI*&/+8%*+&8I"*(#,

　　Nakashima, Y
Habitat preferences of medium/large mammals in human disturbed forests in Central Japan

　　Tsujino, R, Yumoto, T
Dietary reconstruction of captive chimpanzees using stable carbon and nitrogen isotope analyses

　　Tsutaya, T, Kondo, Y, Yamamoto, K, Yoneda, M
Development of obstacle intrusion of Cervus Nippon

　　L+8+<+$%9$%V#+<&$%T$%L+8&I3G&$%Y$%b3G&1","$%=$%J+.+$%T$%>&#5&13*+$%>$%=+,3"$%L$%Y"4+0+#5&$%9
Analysis of the breeding season of wild boar on Northern Okinawa Island

　　U+,+8+4($%L$%Y+;+3/5&$%>$%95&8?+,"$%Y$%>+<+)+;+$%=
How much do conditions of female sika deer affect fawns under food limitation?

　　Azumaya, M, Matsuura, Y, Igota, H, Takahashi, H, Ikeda, T, Yoshida, T, Kaji, K
9311(*%I((.&8)%5+4&,#%"I%,5(%*+/""8%o*"/0"8%!","*%&8%Y+1+<3*+

　　Tokuda, T, Iwashita, A, Ogawa, H, Andou, M
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Relations between walnut and rodents

　　J+)&;+*+$%=$%Y+<"$%>$%L+<+,3<&$%9
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Park, Vietnam

　　95&*+<"$%L$%:#5&?+;+$%T$%BG&"<+$%T$%X(8"$%Y$%W"$%L%J$%H+/5$%L%J$%L*+8$%a%L$%T+1+.+$%=$%
　　Minami, M
Effects of maternal body weight on the birthweight of sika deer

　　Higuchi, N, Ohnishi, N, Minami, M
B%#,3.0%"I%&86(#,&)+,&"8%1(,5".%I"*%,5(%3#+)(%"I%+*,&7/&+!%*""#,#%40%,5(%X##3*&+8%,34(C8"#(.%4+,%

Murina ussuriensis

　　=&8"$%B$%T+/5&1"*&$%9$%L+8&"<+$%J
:.(8,&7/+,&"8%"I%+8%(86&*"81(8,+!%I+/,"*%+8.%,5(%#-+/(%#/+!(%,"%+II(/,%/*"-#%+8.%.((*%/+*/+##(#%"I%

brown bear use

　　b3<3.+$%=$%L+<+.+$%=$%Y"4+0+#5&$%Y$%L+8&1","$%=$%9+,"$%T
9(/3!+*%/5+8)(%"I%1+!(%*(.C-(!+)(.%5+*4"3*%#(+!s in Dikoku island, Akkeshi, Hokkaido.
　　Katakai, K, Murai, K, Tamura, Z, Kobayashi, M
Colony formation of Asian particolored bat (Vespertilio sinensis) in Okayama city

　　Y&8"3/5&$%N$%T+1+.+$%=$%Y"4+0+#5&$%9$%95&1&?3$%Y
N(!+,&6(%)*";,5%&8%(D,(*8+!%1"*-5"!")0%%+8.%&8,(*8+!%"*)+8#%"I%,5(%9,(!!(*%9(+%S&"8'

　　Wada, A, Hoshino, N, Mitsuhashi, M, Kobayashi, Y, Isono, T
Extensive  identification of  the  food  items and enterobacterial  flora of Yakushima Japanese 

macaques (Macaca fuscata yakui) using nextgeneration sequencers

　　9+;+.+$%B$%J+0+<+;+$%L$%9("$%B$%L+<(3/5&$%J$%B.(80"$%F$%Y&#5&.+$%L$%b3<3.+$%9$%A)3*+$%T$%
　　b3G&,+$%9$%93?313*+$%L$%=+,#3<+;+$%B
W"%I"".%5+4&,#%"I%/+*8&6"*(#%/5+8)(%&8%,5(%5+4&,+,%"I%;5&/5%#,*3/,3*(%5+#%4((8%1".&7(.%40%.((*r

　　9(<&$%T$%:,"3$%=$%A<3.+$%Y$%Y")+8(?+;+$%=
The state of uses by sika deer (Cervus nippon) in the abandoned pastures located in the mountain 
slope on the Iwate Kitakami high ground,Iwate prefecture

　　Takanori Noda, Toshiki Aoi, Yuuma Yasue
Inheritance and evolution of personality traits in the semiwild Japanese macaques

　　F"!&8($%B$%93?313*+$%L$%B.+1#$%=%\$%U(&##$%B$%:8"3(C=3*+0+1+$%=
Threedimensional usagerange of　,5(%#-",,(.%#(+!#%+,%9(+%"I%\+-+8$%J"<<+&."'
　　Y+,"$%=$%:,"$%=$%="*&$%J$%Y"4+0+#5&$%=$%Y+,+<+&$%Y$%9+<3*+&$%T$%=+#343/5&$%L$%:#5&&$%>$%
　　Kiuchi, M
Developmental change of motherinfant distance according to the topographical differences

　　J+*+#+;+$%=$%93)&3*+$%J
F"1138+!%8(#,&8)%"I%#1+!!%\+-+8(#(%7(!.%1&/($%+8.%,5(%&8,(*I(*(8/(%40%9&4(*&+8%20&8)%#@3&**(!#'

　　b3*3<+;+$%N$%95&1+1","$%L$%93?3<&$%Y$%T+8+)+;+$%J
Legality of radio telemetry equipment that is attached to the wildlife

　　Z"<+8$%=$%T+?+;+$%=$%L+<+5+#5&$%J$%L"<&,+$%Y$%9()+;+$%>$%9+<+8&;+$%J
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Development of the animalclosed alarm system

　　L+<+5+#5&$%J$%T?+;+$%=$%Z"<+8$%=$%X8"$%L$%9+<+8&;+$%J$%L"<&,+$%Y
Regional differences of movement characteristics of Mongolian gazelles in Mongolia

　　:1+&$%9
Hierarchical habitat selection of Japanese black bear in autumn

　　>(1","$%T$%Y"?+<+&$%F$%>+<+G&1+$%B$%J+*+)3/5&$%L$%Y"&<($%9$%T+1+?+<&$%Y$%Y+G&$%Y
24hour activity of wild chimpanzees in Mahale, Tanzania

　　Zamma, K
o+,,(*8%"I%-"#,%/"82&/,%+I7!&+,&"8%&8%4",,!(8"#(%."!-5&8

　　Yamamoto, C, Ishibashi, T, Yoshida, A, Amano, M
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macaques

　　:/5&<+;+$%9$%T+1+.+$%Y$%>+<+1&/5&$%=
The seasonal characteristics of behavioral patterns on spotted seals (Phoca largha) in Rebun Island, 
Hokkaido, Japan

　　95&430+$%=$%Y"4+0+#5&$%=$%95&,+1&/5&$%T$%A&#5&$%T
Estimation of dispersal distance in Asiatic black bear.

　　Komiya, M, Yamamoto, T, Tamatani, H, Tanaka, J, Ohshima, G, Koyama, M
The seasonal home ranges and available depth of Kuril harbor seals　at　Cape Erimo,　Hokkaido.
　　Y"4+0+#5&$%=$%9&1&?3$%L$%=+#343/5&$%L$%B&?+<&$%9$%L+<&8+1&$%9
S(+IC/!&--&8)%&#%8",%+%,0-(%"I%s/"3*,#5&-%.&#-!+0tE%I*"1%,5(%.(#/*&-,&"8#%"I%!(+IC/!&--&8)%4(5+6&"*%

by the M group chimpanzees at Mahale, Tanzania.

　　Nishie, H, Inoue, E, Matsusaka, T, Nakamura, M
X#(%"I%,5(%+!+*1%/+!!%"I%,5(%9&<+%W((*%Cervus nippon yesoensis to prevent collisions

　　:#5&13*+$%F$%95&<+8"$%L$%>"*"$%=$%J+*+$%J$%T35+*+$%Y$%93)&1","$%Y$%T+8+)+;+$%J
b*(@3(8/0%+8.%*+8)(%"I%3#(%"8%#+!1"8%7D(.%8(,#%&8%Y3*&!%5+*4"*%#(+!#%+,%F+-(%V*&1"$　Hokkaido
　　=+#343/5&$%L$%Y"4+0+#5&$%=$%B&?+<&$%9$%95&1&?3$%L$%L+<&8+1&$%9
Personality evaluation and survey of candidate gene polymorphisms in west lowland gorillas

　　=3*+0+1+$%=$%U(&##$%B$%:8"3($%V$%b3G&,+$%9$%B8."$%F$%L#34"<+;+$%Y$%:;+,+$%T$%
　　Chimene, N, Yamagiwa, J
The relationship between grooming and infant handling in blackandwhite colobus monkeys at Oji 

Zoo

　　Ooi, Y, Yamada, K, Nakamichi, M
Flight distance of the Japanese monkey Macaca fuscata at area of severe wildlife damage

　　A&;+$%Y$%=3*+<+1&$%L$%J+*+$%=$%T+8"$%9$%9+&,"$%B$%A)+;+$%J$%B8."$%=
Effects of the number of image scorer on direct and indirect reciprocity in human preschool children

　　A8&#5&$%Y$%Y+,"C95&1&?3$%=
9-*&8)%+8.%+3,318%1&)*+,&"8%"I%#&<+%.((*%&8%,5(%1"38,+&8"3#%*()&"8%"I%/(8,*+!%\+-+8

　　L+<&&$%B$%95&)(03<&$%:$%="/5&?3<&$%L
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Threeindividual grooming in the Katsuyama group of Japanese monkeys (Macaca fuscata)

　　Nakamichi, M, Yamada, K
Individual variation of the number of syllables for rut call "howl" in sika deer Cervus nippon

　　Minami, M
9-+/(%3#(%+8.%*(!+,&"8%4(,;((8%&8.&6&.3+!%"I%%I(1+!(%B#&+,&/%4!+/<%4(+*%&8%Y+1&C:8+%+*(+$%>+)+8"%

Prefecture.

　　J&0"#5&$%B$%:?31&0+1+$%9$%L+<&&$%B$%L+<+5+,+$%F$%Y&."$%Y$%Y+;+&$%B$%J"#"<+;+$%T
Reexamination of cave use by Japanese Macaques (Macaca fuscata)

　　Kashiwagi, K, Takai, M, Yano, W, Tsuji, Y
:8,(*+/,&"8%"I%6"/+!&?+,&"8%+8.%4(5+6&"3*%"I%95((-PA6&#%+*&(#K

　　Naekawa, H
:8.&6&.3+!%&.(8,&7/+,&"8%"I%B#&+,&/%4!+/<%4(+*%3#&8)%/+1(*+%,*+-%+8.%;"".%-&!(

T"8(.+$%9$%L+<+5+#5&$%Y$%=+*30+1+$%L$%Y")+8(?+;+$%=

9-",!&)5,%/"38,%+8.%I((.&8)%,(#,#%I"*%#&<+%.((*%&8　the Arida region of Wakayama Prefecture
　　Hougen, T, Ueda, Y, Yamamoto, H
Exterior design of the wearing thing of an animal 

　　T+?+;+$%=$%B"&$%L$%9+<+8&;+$%J$%T+#3($%T$%L+<+5+#5&$%J$%>&#5&$%F$%9()+;+$%>$%L"<&,+$%Y
Gradeability for the intrusion prevention fence of Nutria Myocastor coypus

　　T+8+)&5+*+$%B$%Y"4+0+#5&$%9$%J+*+.+$%Y
B/,&6&,0%o+,,(*8%"I%#&<+%.((*%40%,5(%.+,+%I*"1%+/,&6&,0%#(8#"*%"I%Zo9%/"!!+*#%&8%L+8?+;+#+8%B*(+

　　Jiang, ZW, Yamane, M, Yamada, Y, Okumura, T, Okano, M, Yoshida, A
:823(8/(%"I%-*(.+,"*%"8%8(#,%#;&,/5&8)%"I%,5(%9&4(*&+8%20&8)%#@3&**(!

　　9+;+.+&#5&$%N$%93?3<&$%Y$%9+)+;+$%=$%95&1+1","$%L$%b3*3<+;+$%N$%T+8+)+;+$%J
9"/&+!%&8,(*+/,&"8%"I%\+-+8(#(%#(*";（Caprocornis crispus） at Mt.Asama , central Japan.
　　L+<+.+$%J$%=&8+1&$%=$%L+<+,#3<&$%9
Distribution of Japanese macaque in Kouchi

　　Ashida, E, Kaneshiro, Y
Distributions of summer food resources for Asiatic black bears and their habitat uses as ant eater in 

Kitakami mountains. ～ By using the realtime telemetry system 「Zo9CLg」～
　　T+#3($%T$%9+,"3$%B$%B"&$%L$%T+?+;+$%=$%L+<+5+#5&$%J$%L+1+<&$%J$%9()+;+$%>$%L"<&,+$%Y
Relative density indices of sika deer population using the line transect and the camera trap methods.

　　Uno, H, Ueno, M, Inatomi, Y, Tamada, K
Estimating the potential distribution of sika deer using catch data and constructing the risk map of 

the damage caused by grazing threatened vascular plants

　　:;+<&$%B$%93)&13*+$%9$%93."$%Y
L5(%*(.3/,&"8%(II(/,%(6+!3+,&"8%"I%;+*&8(##%+1"8)%#&<+%.((*%+4"3,%,5(%/3!!&8)%40%3#&8)%*&2(#

　　Y+1(&$%L$%T+8+)+;+$%T$%>+<+13*+$%W$%Y"4+0+#5&$%Y$%Y"8."$%9$%J+,+$%J$%93?3<&$%=
L5(%(II(/,%"I%!"))&8)%+8.%"&!%-+!1%-!+8,+,&"8%"8%/"8#(*6+,&"8%"I%"*+8)3,+8%&8%9+4+5$%=+!+0#&+%&8%

,5(%#(/"8.%5+!I%"I%,5(%,;(8,&(,5%/(8,3*0%C%H+#(.%"8%,5(%8314(*%"I%/"87#/+,(.%"*-5+8%C

　　Kuze, N, Malim, P, Bernard, H
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Damage to sea birds by alien rats in islands in Japan, and problems to eradication

　　Hashimoto, T, Minato, R, Tokida, K
9,3.0%+8.%N(#3!,#%F"8/(*8&8)%B8&1+!Co+,5;+0%I"*%B*4"*(+!%B8&1+!#

　　B&4+$%J$%:;+43/5&$%=$%A",+<($%Y$%:;+1","$%Y$%A.+$%9$%A<+.+$%=$%Y"4+0+#5&$%J$%9+,"5$%T$%
　　L+<+5+#5&$%=$%Y"4+0+#5&$%A$%=&8+,"$%9
Evaluation of accuracy on DNAbased sex determination using brown bear hair samples

　　Kondo, M, Tsuruga, H, Fukasawa, K, Mano, T
Forests use by mammals from spring through autumn in heavy snow region 

　　Enari, H, Enari, H
Monitoring of bat box use in Memuro, eastern Hokkaido 

　　Takata, Y, Maeda, A, Tanizaki, M, Yanagawa, H
Trends in the number of nuisance control kills of bears during 1967 and 2012 in Urahoro Town, 

eastern Hokkaido, Japan

　　9BLA$%T
\+-+8(#(%#(*";%&8%Y03#03C93))(#,&"8%I"*%,5(%(6+#&"8%"I%,5(%(D,&8/,&"8C

　　9+<+,+$%L$%:;+1","$%L$%H+4+$%=
Vocal communication as a relic  trait  in  the Amami rabbit Pentalagus furnessi and possibility of 
predation risk by invasive mammals

　　Yamada, F
An ecological study of diet of Asian elephant  in Penensire Malaysia.

　　T+1+1","$%9$%L+<+,#3<&$%9$%F+1-"#CB*/(&?$%B
L*&+!%(*+.&/+,&"8%"I%o+!!+#Q#%#@3&**(!%Callosciurus erythraeus%&8%:*31+%F&,0$%9+&,+1+%o*(I(/,3*(

　　Yamasaki, F, Kasahi, T, Mitarai, N
Effects of sika deer on large and middle sized mammals

　　Wakayama, M, Tanaka, M, Yoneda, Y
Distribution of raccoons(Procyon lotor) and other medium carnivores around the middle reaches of 
the Tamagawa Waterworks

　　Wakazawa, H, Kataoka, T
V#,&1+,(%"I%%.+0C*""#,$%L5(%H+8)Q#%8"#(C!(+I%4+,%PHipposideros turpis) in Ishigaki Island ,Okinawa 
prefecture

　　Koyanagi, K, Tsuji, A, Tamura, H, Okumura, K, Maeda, K
Recovery of Lysichiton camtschatcense which had damaged by wildlife at Yamanakatouge wetland, 
with electric fence

　　Kozawa, K, Ando, M
Genetic Diversity of  the Asiatic Black Bear  (Ursus  thibetanus)  in Gunma Perfecture based on 
Mitochondorial DNA Analysis

　　A?+;+$%9$%U+,+8+4($%F$%U+<3&$%N$%J+*+)3/5&$%L$%T"8(?+;+$%L$%B8(?+<&$%L$%9+#+<&$%L+<(#5&
W(6(!"-1(8,%"I%+,,*+/,+8,C&8.3/(.%/+-,3*(%1(,5".%1+.(%&,%-"##&4!(%,"%/+-,3*(%5&)5%(I7/&(8,!0%+8.%

continuously with cable restraint traps

　　Moribe, J
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Area in Fukui Prefecture by the Monkey's Calendar Investigation.

　　T+1+1","$%T$%9(&8"$%J$%Y&#5&1","$%T$%>&#5&)+<&$%=$%=&1+$%\
Current status of the otter, Lutra lutra$%&8%9+<5+!&8%+8.%+##(##1(8,%"I%.+1+)(%,"%/"11(*/&+!%7#5&8)

　　=3*+<+1&$%L$%=+<((6$%9$%A!(08&<"6$%B$%=+,34+0+#5&$%N$%=+#3.+$%T
Maintenance of regional wildlife fences at Atsugi, Kanagawa

　　A?+;+$%N$%A&;+$%Y$%=+<&8"$%L$%95&1+13*+$%T$%T+1+1","$%9$%A)+;+$%J$%B8."$%=
o*"#-(/,%I"*%/"8,*"!%"I%&86+#&6(%+!&(8%*+//""8#%&8%95&*(,"<"%o(8&8#3!+'

　　:<(.+$%L$%95&1+.+$%YC&
Challenges and activity of the Government  hunter

　　Takeshita, T
V#,+4!&#51(8,%"I%+%;"*<%2";%"8%1&/*"#+,(!!&,(%+8+!0#&#%3#&8)%4*";8%4(+*%5+&*%#+1-!(#%+8.%.+,+%

processing procedure for density estimation by hierarchical bayes model

　　Tsuruga, H, Kondo, M, Fukasawa, K, Mano, T
L5(%(II(/,%"I%9&<+%.((*% PCervus nippon) on  forest dynamics  in subalpine coniferous  forest  in 
Yatsugatake

　　Tajiri, K, Takeda, K, Nishimura, N
Development of new nest box trap to capture raccoon in low density area

　　95&1+.+$%YC:$%:<(.+$%L
Distribution survey of Japanese serow with cameratrap method in Oita Prefecture, Kyushu

　　Baba, M, Kawano, Ji, Endo, A, Doi, T
Field trial for sika deer culling in young broadleaved plantations

　　T+0",+$%F$%="*&1","$%L$%>+<+#3$%=$%A<+1","$%J$%93?3<&$%=
The evaluation of scale niche in resource selection by cropraiding Japanese macaques

　　="/5&?3<&$%9$%=3*+<+1&$%L
Aerial deer census in the Mt. Goyo area, Iwate Prefecture

　　J"*&8"$%9C:$%F5&.+$%Y
91+!!%-"-3!+,&"8%#&?(%+8.%)(8(,&/%6+*&+,&"8%!"##% &8% ,5(%A<&8+;+%#-&80%*+,% *(6(+!(.%40%,5(%I&(!.%

survey and genetic analysis in the endangered 3 species of the Tokdaia 

　　Kido, A, Jogahara, T, Kuroiwa, A, Koshimoto, C, Mochizuki, H, Nakaya, M, Murata, C, 
　　Mitani, T, Yamada, F
L5(%+//3*+/0%(6+!3+,&"8%"I%Zo9v:*&.&31%/"!!+*%38.(*%I"*(#,%/+8"-0

　　Tachiki, Y, Yoshida, T, Hino, T, Kaneko, M, Akamatsu, R
Genetic assessment of populations of Japanese macaques in Mie Prefecture

　　N"<35+*+$%9$%93?3<&$%T$%Y+;+1","$%T
9,+,3#%"I%1+1+!&+8%+8.%+6&+8%*(C&8,*".3/,&"8%-*"G(/,#%&8%Y"*(+%+8.%F5&8+

　　Kim, H, Ogawa, H, Ando, M
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Dynamics of blood vessels contributes sex skin coloration in macaques

　　A8"$%V$%93?3<&$%\$%:#5&.+$%L
:8%#(+*/5%"I%#-(/&7/%+8,&)(8%I"*%.(6(!"-&8)%&1138"/"8,*+/(-,&"8%&8%9&<+%.((*

　　Y"4+0+#5&$%<$%B#+8"$%=$%J+8(.+$%9$%=+,#3&$%=
Why black lemur is black? ~Correlation with sex hormone and pelage coloration in black lemur~

　　:#5&)3*"$%N$%95&1&?3$%Y
9,3.0%I"*%+//3*+/0%"I%(#,&1+,&"8%"I%I(,+!%+)(%"I%\+-+8(#(%;&!.%4"+*

　　L#3G&$%L$%T"<"0+1+$%=$%B#+8"$%=$%93?3<&$%=
F5+8)(#%"I%N(-*".3/,&6(%V8."/*&8(%o*"7!(#%&8%B)(.%F+-,&6(%H"*8(+8%A*+8)3,+8#'

　　J&*+&$%=$%:#5&)3*"$%N$%95&1&?3$%Y
Establising fecal sex steroid hormone analysis for Japanese black bearUrsus thibetanus japonicus

　　Y+,+"<+$%=$%T+1+?+<&$%Y$%=+,#30+1+$%Y$%=+#+I3G&$%B$%Y&13*+$%9$%Y"&<($%9$%>+<+?&1+$%B$%
　　>(1","$%T$%95&1&?3$%Y
Development of  Immunocontraceptive Vaccine for Population Control of Mongoose(Herpestes 
auropunctatus)(2)

　　=&8(1","$%L$%B#+8"$%=$%="*&$%L$%Y"4+0+#5&$%Y$%93?3<&$%=
Approaches to the development of oral contraceptive vaccines for raccoons (Procyon lotor) (1)

　　B#+8"$%=$%=&8(1","$%L$%Y"4+0+#5&$%Y$%93?3<&$%=
L5(%=(+#3*(1(8,%"I%b(/+!% +8.%X*&8+!%W(50.*"(-&+8.*"#,(*"8(C93!I+,(%S(6(!#% &8% \+-+8(#(%

Macaques (Macaca fuscataK%40%X#&8)%V8?01(CS&8<(.%:1138"#"*4(8,%B##+0%PVS:9BK

　　="3*&$%Y$%95&1&?3$%Y
Estimate of nutritional status by blood characteristic of sika deer  in Yamaguchi Prefecture

　　Noguchi, Y, Hosoi, E, Tado, H
Change of Brown adipose tissue with growth of spotted seals

　　9+<3*+&$%T$%A<+1+,#3CA)3*+$%T$%Y"4+0+#5&$%=$%9+&,"$%=$%Y&13*+$%Y$%L#38"<+;+$%=$%95&*+<&$%T$%
　　Takai, H
Reproductive hormones and sexual behavior in female aged Japanese macaque in Arashiyama E 

troop：Preliminary report
　　L"0".+$%B$%95&1&?3$%Y
9-(/&(#% +8.% #(D% .(,(*1&8+,&"8% "I% ,5(% (8.+8)(*(.% :*&"1",(% /+,% PPrionailurus  bengalensis 
iriomotensis) from noninvasive DNA analysis of scats

　　W&+?C9+//"$%\%\$%:?+;+$%=$%:1+&$%J
Expression analysis of taste signal transduction molecules in the cecum of common marmosets

　　Z"8.+$%9$%=+,#313*+$%9$%9+&,"$%9$%Z"$%T$%:1+&$%J
Evolutionary dynamics of genes  involved  in environmental adaptation  in  the genus Rattus and 

related genera

　　L+<+8+#5&$%A$%L3/5&0+$%Y$%B-!&8$%Y%o$%93?3<&$%J
Origin of the centromere higherorderrepeat sequences at Hylobatidae and Hominid

　　L(*+.+$%9$%J&*+&$%T$%J&*+&$%J$%Y")+$%B
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monkeys with different color vision and feeding habits
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W(6(!"-1(8,%"I%1&/*"#+,(!!&,(%1+*<(*#% I"*%9,(!!(*%#(+% !&"8#% PEumetopias  jubatus) by  the next 
generation sequencer and its application to population genetics

　　Hattori, K, Yanagimoto, T
Phylogeographic analyses of black rats from the Okinawa Islands based on  sequence variation of 

agouti signaling protein gene sequences

　　9+#+1"*&$%9$%>+<+,+$%Y$%93?3<&$%J
Maternity colonies of  the Asian particolored bat Vespertilio  sinensis  in crevices of elevated 
95&8<+8#(8%*+&!;+0%&8%Z381+%o*(I(/,3*(%+8.%,5(%5&4(*8+,&8)%-"-3!+,&"8%&8%b3G&"<+%F&,0$%Z381+

　　Kasahi, T
Phylogeography of the Japanese Field vole (Microtus montebelli)

　　Matsuura, Y, Hikida, T, Motokawa, M
The genetic structure of the Asian black bear Ursus thibetanus in the Japanese Alps region

　　Hayakawa, M, Hayashi, H, Kishimoto, R, Ito, T, Tojo, K
9-(/&(#%.&#,*&43,&"8%1".(!%I"*%5"3#(%.;(!!&8)%B#&+8%5"3#(%#5*(;%+/*"##%,5(%:8.&+8%A/(+8

　　=3*+<+1&$%=$%A5.+/5&$%9$%=","<+;+$%=$%A.+$%9C&$%T+1+)+,+$%L
Geographical variation on the skull morphology in the Hokkaido population of the red fox Vulpes 
vulpes schrencki

　　Amaike, Y, Uraguchi, K, Masuda, R
Demographic history of  the  sable during  the Pleistocene and  insular diversification around 

Hokkaido

　　Y&8"#5&,+$%Z$%9+,"$%\$%J"#".+$%L$%93?3<&$%J
Low body weight of the Norway rat on small islands around Hahajima, the Ogasawara Islands

　　Yabe, T, Hashimoto, T, Mori, H
Production of offspring in captive longclawed shrews (Sorex unguiculatus)

　　Okimoto, K
A trial of vital sign monitoring using microwave for Japanese Dormouse

　　=&0+,+$%Y$%93?3<&$%9$%A#+;+$%Y$%=+,"4+$%T
Repertoire of abnormal behaviors in captive chimpanzees

　　Yamanashi, Y, Adachi, I, Hayashi, M
V#,&1+,&"8%"I%.+&!0%(8(*)0%&8,+<(%+8.%"4#(*6+,&"8%"I%/"-*"-5+)&+%"I%/+-,&6(%\+-+8(#(%U+,(*%95*(;
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　　Hiraga, M
The type of chimpanzee facilities across the ages in Japan

　　U+,+83<&$%Y$%A/5&+&$%L$%J&*+,+$%9$%="*&13*+$%>$%L"1"8+)+$%=$%:.+8&$%ZC&$%
　　Matsuzawa, T
L5(%/5&1-+8?((%/+*(%1+83+!E%*(I(*%,"%,5(%X8&,(.%9,+,(#

　　Ochiai, T
Trial program for picturechoice task in captive red ruffed lemurs (Varecia rubra)

　　:8"3($%9$%95&8."$%:$%b3G&"<+$%N$%F5&<3+8$%B$%=+,#31","$%N
The effect of the animal keeper on the drawing in a Bornean orangutan (Pongo pygmaeus)

　　Hanazuka, Y
o*(I(*(8/(%I"*%&8I+8,%&8%\+-+8(#(%=+/+@3(EL5(%(II(/,#%"I%I+/($%#(D$%+)(%+8.%5(,(*"#-(/&7/%/"8.&,&"8%

　　9+,"$%B$%Y".+$%J$%>+)31"$%9$%=+#+,+<+$%>
A change of the proximity between male and female across different  levels of the female sexual 

#;(!!&8)%&8%/+-,&6(%/5&1-+8?((#E%N(/"*.%"I%,5(&*%#!((-&8)%#&,(#%+8.%,5(&*%-+*,&/&-+,&"8%&8%,5(%.+&!0%

cognitive experiments

　　Ichino, E, Matsuzawa, T
Were male mandrills'  faces attractive? Visual preference tests  in mandrills, chimpanzees, and a 

gibbon

　　Tanaka, M, Iwahashi, N, Mizuno, A, Matsunaga, M, Ito, F, Ito, H
The role of vision in the initial process of learning toolusing in monkeys

　　J&*+&$%>$%J"8)"$%L$%:8+,"1&$%L$%X",+8&$%Y$%9+#+<&$%9

　　J",,+$%V$%9(<&$%T$%A<+8"0+$%Y$%9+&,"$%B$%>+<+13*+$%Y
Does a chimpanzee know whether her choice was cirrect or error?

　　Tomonaga, M, Kurosawa, Y, Kawaguchi, Y
Immobilization with Medetomidinemidazolam  in  freeranging  Japanese monkeys  (Macaca 
fuscataKE%9(+#"8+!%.&II(*(8/(%&8%5(+*,%*+,($%*(#-&*+,"*0%*+,($%+8.%4".0%,(1-(*+,3*(

　　Y+,"$%L$%:#5&&$%>$%L+<(I3#5&$%J$%L+8+<+$%:$%J+0+1+$%9C&
Listing  Japanese Monkeys with conjenital  limb malfomation  in   Takasakiyama  troop(2)  till 

December,1979

　　T"#5&5&*"$%9$%J+1+.+$%T$%Y+;+8"$%Y$%9+&,"3$%T
Epidemiology of canine distemper virus  in  raccoon dogs Nyctereutes procyonoides albus  in 
Hokkaido, Japan.

　　9+#5&<+$%=$%B4($%Z$%Y""*&0+1+$%L$%=+(.+$%Y$%L#34",+$%L
B,,+/51(8,%"I% !"3#(%())#% &8%;&!.% \+-+8(#(%1"8<(0% &8%95&1"<&,+%-(8&8#3!+E%W&II(*(8/(#% &8%

population and body parts with sex and age class.

　　:#5&&$%>$%Y+,"$%L$%>+<&*&$%9$%J+0+1+$%9C&$%Y+G&)+0+$%J
93*6(0%"8%o+*+#&,&#1%"I%Fosciola%#-'%&8%9&<+%W((*%PCervus nippon yesoensis) in Tokachi District, 
Hokkaido, Japan
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　　Ohari, Y, Oshida, T
:823(8/(%"I%4+/<)*"38.%,(1-(*+,3*(%I"*%-5","*+,(%"I%#(8#"*%/+1(*+#

　　Ando, M, Yamada, H, Yamawaki, Y
Z3,%1&/*"4&+!%.&6(*#&,0%"I%B-".(13#%#-(/&"#3#%+8.%=")(*+%;")3*+%*(6(+!(.%40%`h9%*N>B%)(8(%

sequences.

　　:8"3($%J$%9+<+&$%T$%9+<+1","$%9$%="*&,+$%L$%Y"#5&1","$%F$%95&8"5+*+$%B
Evaluation of a habitat survey for check sheet with traces of sika deerf

　　Okada, M, Koyama, Y
W&#,*&43,&"8%(D-+8#&"8%"I%,5(%*+//""8%&8%,5(%95&<"<3%:#!+8.

　　Kaneshiro, Y

　　Haraguchi, M
Changes in inhabitation situations of Procyon lotor in Osaka Prefecture

　　Koda, R, Toratani, T
An attempt to estimate the role of large forestomach of Tscherskia triton% %40%3#&8)%4+/,(*&+!%`h9%
rRNA libraries

　　95&8"5+*+$%B$%X/5&.+$%V$%:8"3($%J$%95&/5&G"$%J$%9+<+1","$%9$%="*&,+$%L$%Y"#5&1","$%F
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　　Y"&<($%9$%9")+$%=$%V8+*&$%J$%Y"?+<+&$%F$%J+*+)3/5&$%L$%>(1","$%T
Evaluation of culling methods for sika deer population control

　　Matsuura, Y, Takahashi, H, Igota, H, Ikeda, T, Azumaya, M, Kaji, K, Hino, T, Yoshida, T
Effect of sowing time on grazing damage by wild boar in Rye grassland

　　Ueda, H
The record of a ringed seal (Pusa hispida) which went into the Koyama pond of Tottori Prefecture 
in March,2013

　　Nishi, N
The mechanism of leaping of Blackbuck.

　　Asano, M, Wada, N
Utility of density estimator using camera traps without the need for individual recognition (Rowcliffe 

method) for sika deer population

　　Ikeda, T, Matsuura, Y, Takahashi, H, Yoshida, T, Murai, T, Kaji, K
Brachiation of Lar Gibbon (Hylobates lari) 

　　Nakabeppu, N, Wada, N
Present status and future prospect of National Bioresource Project “Japanese Monkey”.

　　Hamai, M, Isa, T, Nakamura, K, Yamane,I
The present state of wild boar management in Nagasaki

　　J&*+,+$%9
>(/(##&,0%+8.%/+-+4&!&,0%"I%&8I"*1+,&"8%#5+*&8)%8(,;"*<%,"%,+<(%(I7/&(8,%+8.%(II(/,&6(%/"8,*"!%"I%

invasive raccoon

　　93?3<&$%L$%:<(.+$%L
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An investigation on changes of vital signs of hibernating Japanese Dormice
　　93?3<&$%9$%=&8+,"$%9$%B&4+$%J$%:;+43/5&$%=$%="*&,+$%L
L5(%/"87*1+,"*0%1(,5".%I"*%"//3**(8/(%"I%9&4(*&+8%20&8)%#@3&**(!#%3#&8)%I(/(#
　　95&1+1","$%L$%b3*3<+;+$%N$%93?3<&$%Y$%T+8+)+;+$%J
Kinematic and electromyogram study research in the velocity change of rats bipedal  locomotion 
model
　　Takagi, T
L5(%9X>FX9%)(8"1(%-*"G(/,%&#%#,+*,(.%&8%dc`O'
　　\")+5+*+$%L$%:8"3($%>$%9+<+,+$%:$%=&0+."$%=$%=&0+."$%Y$%Y+8(<"$%L$%:&.+$%J$%A.+$%9C&$%T&$%L$%
　　T+1+1","$%T$%A?+<&$%>$%Y3*"<&$%T$%>")3/5&$%J$%L"0",+$%B$%b3G&0+1+$%B$%9+<+&$%L
B!!"1",5(*&8)%4(5+6&"*%"I% !QJ"(#,Q#%1"8<(0#% PCercopithecus  lhoesti)  in  the Kalinzu Forest, 
Uganda
　　Tashiro Y, Ihobe H 
B438.+8/(%(#,&1+,&"8%"I%78!(##%-"*-"&#(#%I*"1%+(*&+!%#&)5,&8)%#3*6(0%P`K%CV#,&1+,&"8%"I%(II(/,&6(%
strip width
　　Ogawa N, Yoshida H, Kato H
J"1(%*+8)(%+8.%+/,&6&,0%,&1(%"I%%>3,*&+f&w=0"/+#,"*%/"0-3#fp&w%&8%A<+0+1+
　　>"#($%T$%Y"4+0+#5&$%9
Development of terrestrialborne video system for wild Japanese monkey
　　Morimitsu, Y

Food habit by investigating stomach content of Asiatic water shrew (Chimarrogale himalayica) in 
Taiwan
　　95"3CS&%T3+8$%T3CU(8%S"$%g&8)C=(&%\&+8%+8.%RS&+8)CY"8)%S&8%
H+/<-+/<(*%+/,&6&,&(#%+8.%3#+)(%"I%,5(%5&)5%1"38,+&8%!".)(%&823(8/(.%1+11+!%/"1138&,0%+8.%
activity patterns
　　o"C\(8%F5&+8)x$%95&CF+"%L#+&
Mitochondrial  phylogeny  and  biogeographical  scenario  of Asiatic water  shrews  (genus 
F5&1+**")+!(KE%&1-!&/+,&"8%I"*%,+D"8"10%+8.%!";%!+,&,3.(%1&)*+,&"8%*"3,(
　　95"3CS&%T3+8$%g3(CS"8)%\&+8)$%[5(8C\&%S&$%Y+&%J($%=+#+#5&%J+*+.+$%L+,#3"%A#5&.+$%+8.%
　　LiangKong Lin
o"-3!+,&"8%.(8#&,0%"I%L+&;+8(#(%1+/+@3(#%+8.%531+8C1+/+@3(%&8,(*+/,&"8#%+,%95"3#5+8%>+,&"8+!%
Nature Park
　　J#&3C53&%93%y%953CU(&%>&+8
Preliminary study of population genetic structure of Taiwanese macaque (Macaca cyclopis)  in 
Hengchun Peninsula, Taiwan
　　J"&CL&8)%b"<$%T"#5&%Y+;+1","$%o(&CF538%S&+"$%J#&3C53&%93
V/"!")0%"I%S("-+*.%F+,#%Po*&"8+&!3*3#%4(8)+!(8#&#K%+8.%901-+,*&/%F+*8&6"*(#% &8%+%b*+)1(8,(.%
Habitat in Northern Taiwan
　　MeiTing Chen, Kurtis JaiChyi Pei, PoJen Chiang
Impact of Formosan sambar (Rusa unicolor swinhoii) on the regeneration and tree composition of 
subalpine forests in southern Taiwan
　　ChungYi Lin, GuoJing Weng, LingLing Lee
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The Correlation between Chicken EggTurning and the Development of Chicken Eggs 

　　Takako Miyaki, Yuki Araki (Ichinomiya high school)
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Establishing methods for breeding salamanders in captivity

　　Y+8+<"%Y&13*+$%T"<"%="*&#5&,+%P9(&5#5&8%Z&*!#z%J&)5%9/5""!K
Investigation into Dogs' metabolic syndrome

　　Reina Takeda, Tomoyuki Arakawa, Masayuki Fujiwara, Takumi Muroyama  (Okayama 
　　X8&6(*#&,0%"I%9/&(8/(%J&)5%9/5""!K
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Network formation associating with culture medium condition of the slime mold plasmodium.
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Environmental conservation activity  in  the Ashida River system with special  reference  to  the 
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